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INFORMATION

　「立命館を出て、専業で農業をしている若者は、たぶん
僕だけでしょう」と笑う白川さん。北海道は十勝、芽室町
の20ヘクタールの畑で、2種類の採種用の小麦、メークイ
ン、スウィートコーン、ビート（砂糖大根）、大豆、小豆、そし
て長イモを栽培している。
　凍てつく2月、長イモの種芋の芽出しから1年の作業が
始まる。続いてビートの苗作り。畑を起こし、苗を植えつけ
る4～5月は超繁忙。生育期の薬剤散布は風のない早朝
４時から行うことも。夏秋のジャガイモや小麦の収穫期も忙
しい。特に小麦は雨に濡らすと発芽してしまうので、天気
がもつ間は24時間体制で刈り取りを続ける。
　「暇な時間はなく、身体はクタクタになり、自然が相手と
いう心配もあります。でも十勝の大地の力は素晴らしくて、
曇りばかりでも、少々低温になっても、きちんと実りを与えて
くれるんです。畑作農業をするには日本で一二を争う恵ま
れた土地だと思います」。
　表紙は小麦とメークイン、上の写真は長イモの畑にて。
200ｍの畦１列に約1800本の長イモができる。50畦あるの
で、ざっと10万本近くになる。11月後半の２週間をかけて
これを掘り上げると、土と格闘する1年もそろそろ終わる。
　「自然の恩恵を無駄にしないように努力しています。5
年以内に栽培技術・経営管理の両面で独り立ちできるよ
うに頑張って、機会があれば新しい作物にも挑戦し、地域
の農業に貢献できれば嬉しいです」。
　農業を継ぐと決めていたがゆえに、学生時代は農学で
はなく、好きな地理学のフィールドワークに勤しんだ。「地元
に居ては知り得なかったことをたくさん知り、人脈も広がり
ました。“立命館ＵＢＣジョイントプログラム”に参加し、カナダ
留学もしました。立命館での収穫は、何かを思い立ったら
すぐに行動できる力と自信を得たこと。一流企業で働く留
学同期生と会うと、「俺は農業だ！」と胸を張っています」。

（写真・小幡 豊　文・寺田直子）CONTENTS
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京
都

歴
史
回
廊
を

行
く

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域
の
み
な
さ
ん
と
立
命
館
大
学
が

手
を
携
え
て
育
て
て
き
た「
京
都
歴
史
回
廊
」。

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
に
あ
ふ
れ
た「
地
域
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、

そ
の
魅
力
を
いっ
そ
う
増
し
て
い
ま
す
。

世
代
や
興
味
関
心
に
応
じ
た
、

自
分
な
ら
で
は
の
散
歩
道
を
発
見
で
き
る
の
が

「
歴
史
回
廊
」で
す
。

こ
の
秋
、あ
な
た
も
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
界
隈

ち
い
さ
な
旅 

︿
そ
の
２
﹀

堂本印象の
花鳥風月をたどって
堂本印象美術館／
総本山仁和寺／広沢池

【 

特
集
1 
】

映画エキストラの
思い出をたずねて
等持院撮影所跡／大映通り商店街／
松竹京都映画撮影所／嵐山
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堂
本
印
象
美
術
館

　
「
在
学
中
に
よ
く
通
い
ま
し
た
。
懐
か

し
い
で
す
」
と
中
西
さ
ん
。
ま
ず
は
、
堂

本
印
象
美
術
館

の
企
画
展
「
花
鳥

風
月
の
こ
こ
ろ
」

を
訪
ね
る
。「
い
わ

ゆ
る
花
鳥
画
は
、

日
本
画
の
基
礎
、

土
台
と
言
え
ま

す
。
日
本
人
の
美

意
識
が
色
濃
く

出
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
に
、
筆
の
運

び
の
技
術
や
、
計

算
さ
れ
た
余
白
の

感
覚
な
ど
も
、と

て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
」。

　

写
生
に
徹
し
た

硬
質
な
若
き
日

の
作
品
か
ら
、
自

由
な
構
図
で
描
か

れ
、省
略
や
再
構

成
の
程
度
も
大
き
い
壮

年
・
晩
年
期
の
作
品
ま

で
、ゆ
っ
く
り
と
観
て
い

く
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
に

描
か
れ
た
季
節
の
風
や
匂
い
、そ
し
て
例

え
ば
こ
の
兎〔「
兎
春
野
に
遊
ぶ
」〕の
よ

う
な
モ
チ
ー
フ（
題
材
）に
託
し
て
表
現
さ

れ
た
堂
本
先
生
の
お
気
持
ち
に
思
い
を

馳
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。モ
チ
ー
フ
を
借

り
て
の
表
現
が
も
ど
か
し
く
思
わ
れ
た
時

に
、抽
象
の
方
向
へ
向
か
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
思
い
ま
す
が
、そ
の
過
程
を
読
み
取
る

こ
と
も
興
味
深
い
で
す
」。

　
「
雲
収
日
昇
」
と
い
う
大
作
の
前
で
、

中
西
さ
ん
の
足
が
止
ま
っ
た
。
若
松
の
生

い
茂
る
山
を
雲
が
包
み
、
昇
り
始
め
た

ば
か
り
の
朝
日
が
遠
く
か
ら
差
し
て
い
る
。

「
自
然
に
ご
自
分
を
委
ね
て一
体
化
す
る

か
の
よ
う
で
、主
張
し
過
ぎ
な
い
優
し
さ

が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
命
が
輝
く

場
の
空
気
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も

あ
り
ま
す
」。
立
ち
去
り
が
た
い
感
興
が

展
示
室
に
満
ち
た
。

仁
和
寺
拝
観

　

途
中
、龍
安
寺
門
前
の「
京
小
物 

衣

笠
」で一
休
み
。女
性
な
ら
覗
き
た
く
な
っ

て
し
ま
う
素
敵
な
お
店
だ
。お
店
の
奥
様

に
、人
気
商
品
「
ね
じ
り
箱
」の
色
選
び

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、中
西
さ
ん
は
に
こ

に
こ
顔
。

雲収日昇（1938年）

堂本印象美術館前

兎春野に遊ぶ（1938年）

金堂（国宝。江戸時代初期に京都御所紫宸殿を
移築）をバックに

佐近で「いただきます」 京小物衣笠にて奥様と

堂本印象の花鳥風月をたどって
きぬかけの路―堂本印象美術館／
総本山仁和寺／広沢池

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
た
皆
さ
ん
に
は

忘
れ
難
い
で
あ
ろ
う「
き
ぬ
か
け
の
路
」。

日
展
で
活
躍
す
る
日
本
画
家
、中
西
玉
蘊
さ
ん
が
、

大
先
達
で
あ
る
堂
本
印
象
画
伯（一八
九一～一九
七
五
）の

作
品
と
、心
に
響
く
風
光
を
求
め
て
散
策
し
た
。

日
本
画
家　

中
西
玉
蘊
さ
ん（
'96
文
）の
ち
い
さ
な
旅

日
本
画
家　

中
西
玉
蘊
さ
ん（
'96
文
）の
ち
い
さ
な
旅
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続
い
て
仁
和
寺
門
前
の「
佐
近
」で
、

お
昼
を
い
た
だ
く
。仁
和
寺
の
二
王
門
が

間
近
に
見
え
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
最
高
の
座

敷
で
、ゆ
っ
く
り
と
。お
腹
も
満
足
、い
よ

い
よ
拝
観
へ
の
期
待
も
ふ
く
ら
む
。

　

さ
て
、
真
言
宗
御
室
派
総
本
山
、
世

界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
仁
和
寺

は
、八
八
六（
仁
和
二
）年
の
光
孝
天
皇

に
よ
る
発
願
を
起
源
と
す
る
名
刹
。
門

跡
寺
院
の
筆
頭
と
し
て「
御
室
御
所
」と

称
さ
れ
て
き
た
だ
け
あ
り
、境
内
は
優
美

さ
と
品
格
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
御
殿
に
上

が
り
、「
黒
書
院
」
を
目
指
し
た
。
襖
絵

が
す
べ
て
堂
本
印
象
に
よ
る
水
墨
画
な

の
で
あ
る
。一
九
三
一（
昭
和
六
）年
、印
象

四
十
歳
の
時
の
作
だ
。

　

松
の
間
の「
松
に
鷹
」。七
十
余
年
を

経
て
も
な
お
、画
伯
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
存

分
に
伝
え
て
い
る
。「
写
生
を
繰
り
返
す

中
で
見
つ
け
た
美
し
い
枝
ぶ
り
を
、先
生

は
ご
自
分
の
理
想
の
松
と
し
て
組
み
立

て
直
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
が
、迷
い

な
く
、一
気
に
吐
き
出
す
よ
う
な
勢
い
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。
力
強
い
松
の
枝
と
向
か

い
合
う
鷹
。計
算
さ
れ
つ
く
し
た
緊
張
感

の
あ
る
構
図
で
す
。
生
き
物
を
配
置
す

る
こ
と
で
、自
然
観
の
表
現
に
奥
行
き
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
ね
」。
描
き
直
し
の
き

か
な
い
襖
絵
の
難
し
さ
を
知
る
だ
け
に
、

中
西
さ
ん
は
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。お

寺
の
書
院
と
い
う
空
間
の
中
に
は
、一
味

違
っ
た
表
情
で
迫
っ
て
く
る
堂
本
画
伯
が

い
た
の
だ
。

　

次
に
御
殿
の
中
心
「
宸
殿
」
を
拝
観
。

中
西
さ
ん
は
五
重
塔
を
望
む
北
庭
に
向

か
っ
て
座
り
、楽
し
み
に
し
て
い
た
ス
ケ
ッ

チ
を
。
画
用
紙
を
す
べ
る
鉛
筆
の
音
と
、

鳥
の
さ
え
ず
り
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
た
。

広
沢
池
に
て

　

さ
ら
に
西
へ
足
を
延
ば
し
、
広
沢
池

へ
。豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
た
嵯
峨
野
を

代
表
す
る
風
景
で
あ
る
。「
自
然
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る
小
さ
い
自
分
を
感
じ
た
と

き
に
、心
の
込
も
っ
た
花
鳥
画
や
山
水
画

が
描
け
る
ん
で
す
よ
。こ
こ
も
そ
ん
な
心

境
に
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
で
す
」。
陽
差

し
が
橙
色
を
帯
び
始
め
た
昼
下
が
り
、

再
び
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
開
く
中
西
さ
ん

だ
っ
た
。

■京都府立堂本印象美術館
本年６月から立命館が指定管理を開
始した。「花鳥風月のこころ」展は10月
15日（日）まで開催。
月曜日（休日の場合はその翌日）休館。
北区平野上柳町26‐３
Tel.０７５‐４６３‐０００７
http://www2.ocn.ne.jp/~domoto/

■総本山仁和寺
真言宗御室派総本山。国連の世界遺
産。平安時代仁和年間の創建時から
明治維新まで、皇子皇孫が門跡を務
めていた。国宝・重文の伽藍、宝物も
多い。
右京区御室大内33
Tel.０７５‐４６１‐１１５５
http://www.ninnaji.or.jp/

■京小物 衣笠
京都歴史回廊協議会の大槻隆彦会
長のお店。友禅や西陣織などを用いた
京都らしい品が、いろいろ揃う。お土産
選びにおすすめ。
右京区龍安寺御陵ノ下町５（龍安寺前）
Tel.０７５‐４６１‐２６３１

■佐近
京料理とフランス料理の絶妙なハーモ
ニーが楽しめる和洋折衷コースや、特撰
一品料理をどうぞ。
水曜日休み（祝日は営業）。
右京区御室仁和寺山門前
Tel.０７５‐４６３‐５５８２
http://www.sakon-kyoto.com/

■広沢池
右京区嵯峨広沢町
観月の名所として、また池の水を抜い
て行われる「鯉揚げ」は師走の風物詩
として有名。

京都歴史回廊を行く特集 1

中西玉蘊 さん （'96文）
Tamao Nakanishi
日本画家。幼少より絵を学ぶ。本学
文学部日本史学専攻文化史ゼミで
は狩野派を研究。1998年日展初入
選。以後毎年入選を続けて活躍。日
展所属、京都日本画家協会会員、青
塔社会員。

仁和寺黒書院松の間

中西さんスケッチ広沢池中西さんスケッチ広沢池

中西さんスケッチ仁和寺北庭（着彩は後日）
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等
持
院
撮
影
所
跡

　

ま
ず
は
等
持
院
の
参
道
に
立
つ
、「
日

本
映
画
の
父
」マ
キ
ノ
省
三
氏
の
像
に
挨

拶
。一
九
二一（
大
正
十
）年
、マ
キ
ノ
は
こ
の

一
画
に
撮
影
所
を
建
て
、日
本
映
画
の
黎

明
期
に
確
か
な
足
跡
を
残
し
た
。か
の
阪

東
妻
三
郎
の
初
主
演
作
も
こ
こ
で
生
ま

れ
て
い
る
。
現
在
は
当
時
の
面
影
は
な
い

が
、跡
地
を
見
下
ろ
す
マ
キ
ノ
像
の
眼
差

し
は
今
も
力
強
い
。

大
映
通
り
商
店
街

　

太
秦
エ
リ
ア
は「
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」

と
呼
ば
れ
、松
竹
・
東
映
の
撮
影
所
が
あ

る
。か
つ
て
あ
っ
た
大
映
の
撮
影
所
は
閉

鎖
さ
れ
た
が
、商
店
街
に
そ
の
名
が
残
る
。

「
大
部
屋
の
先
輩

た
ち
に
連
れ
ら
れ

て
、衣 

装
の
ま
ま
で

歩
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
記
憶
は
薄

れ
て
い
る
の
に
、ひ
た

す
ら
懐
か
し
い
」
と

中
野
さ
ん
。
太
秦
駅
か
ら「
三
吉
稲
荷
」

を
経
て
帷
子
ノ
辻
駅
方
向
へ
進
む
。「
こ

の
街
の
映
画
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
」と
意

気
込
む「
京
都
の
文
化
を
映
像
で
記
録

す
る
会
」の
井
延
さ
ん
と
の
出
会
い
、映

画
人
御
用
達
「
つ
た
や
」で
の
昼
食
…
。

街
の
匂
い
に
よ
っ
て
、中
野
さ
ん
の
思
い
出

が
、だ
ん
だ
ん
と
紡
ぎ
出
さ
れ
て
い
く
。

松
竹
京
都
映
画
撮
影
所

　

そ
し
て
メ
イ
ン
の
目
的
地
に
到
着
。「
学

生
時
代
、映
画
が
好
き
で
年
に
三
百
本
も

観
ま
し
た（
笑
）。そ
れ
が
高
じ
て
の
、何

度
も
の
エ
キ
ス
ト
ラ
で
し
た
。映
画
づ
く
り

の
内
側
を
見
た
い
、ス
タ
ー
と
話
し
た
い
、

衣
装
を
着
て
別
人
に
な
り
た
い
と
。今
で

も
、「
○
○（
監
督
の
名
）組
、集
合
！
」と

い
う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
」。

　

本
学
映
像
学
部
の
設
置
準
備
に
も
ご

協
力
下
さ
っ
て
い
る
、松
竹
京
都
映
画
株

式
会
社
の
野
村
芳
樹
取
締
役
に
ご
案
内

い
た
だ
い
た
。
前
日
に
は
百
五
十
人
も
の

エ
キ
ス
ト
ラ
が
い
た
そ
う
だ
が
、こ
の
日
は

松
本
幸
四
郎
さ
ん
お一
人
の
場
面
の
収
録

と
の
こ
と
。草
庵
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
の
奥

に
幸
四
郎
さ
ん
が
ス
タ
ン
バ
イ
。
監
督
の
、

独
特
の
張
り
と
太
さ
を
持
つ「
用
意
、ハ

イ
！
」の
声
だ

け
が
響
く
。

こ
の
張
り
詰

め
た
空
気

を
楽
し
む
中

野
さ
ん
。「
こ

の
暑
さ
で
す

等持院撮影所跡マキノ省三像

大映通り商店街（帷子ノ辻側入口）
撮影用カメラ（街灯上）やフィルム（路面）のデザインが装飾
に使われている

三吉稲荷マキノ省三顕彰碑

京都の文化を映像で記録する会

つたや

映画エキストラの思い出をたずねて
等持院撮影所跡／大映通り商店街／
松竹京都映画撮影所／嵐山

松竹京都映画撮影所に到着

映
画
の
エ
キ
ス
ト
ラ
を
し
た
経
験
を
、

学
生
時
代
の
思
い
出
と
し
て
い
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

そ
の一人
、中
野
友
擴
さ
ん
の
ち
い
さ
な
旅
は
、

懐
か
し
い
撮
影
所
界
隈
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
。

さ
あ
、半
世
紀
近
く
も
昔
の
記
憶
の
片
鱗
を

拾
え
る
だ
ろ
う
か
。衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
し
た
。

映
画
フ
ァ
ン
の
川
柳
作
家

中
野
友
擴
さ
ん（
'62
文
）の
ち
い
さ
な
旅

映
画
フ
ァ
ン
の
川
柳
作
家

中
野
友
擴
さ
ん（
'62
文
）の
ち
い
さ
な
旅
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が
、俳
優
さ
ん
は
精
神
統
一
を
す
る
と
カ
メ

ラ
の
前
で
は
汗
を
か
か
な
い
ん
で
す
。役
者

魂
で
す
な
」と
、野
村
さ
ん
が
驚
く
べ
き
こ

と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。

　

続
い
て
、江
戸
の
街
並
み
が
見
事
に
再

現
さ
れ
た
セ
ッ
ト
を
歩
く
。
建
物
の
表
の

し
つ
ら
え
を
変
え
て
、町
人
の
家
に
し
た

り
商
家
に
し
た
り
す
る
そ
う
だ
。
堀
も
、

橋
も
あ
る
。自
分
の
理
想
の
シ
ー
ン
を
思

い
描
き
な
が
ら
、中
野
さ
ん
は
主
役
気
分

の
よ
う
だ
。

　

ま
た
し
ば
ら
く
歩
く
と
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
倉
庫
の
よ
う
な

外
観
の
建
物
が
並
ん
で
い
る
。「
あ
の
中
に

セ
ッ
ト
を
組
み
ま
す
。
大
道
具
さ
ん
が
仕

事
中
で
す
」
と
野
村
さ
ん
。一
方
、
中
野

さ
ん
は「
Ｎｏ
．５
」
と
大
き
く
書
か
れ
た

建
物（
第
五
ス
テ
ー
ジ
）を
じ
っ
と
見
つ
め

て
い
る
。「
こ
こ
だ
。
喜
劇
映
画﹃
大
当
り

三
代
記
﹄（
一
九
六
一
年
、松
竹
）で
商
家
の

丁
稚
役
を
し
た
と
き
の
ス
タ
ジ
オ
は
。エ
ノ

ケ
ン
さ
ん（
榎
本
健
一
）や
、バ
ン
ジ
ュ
ン
さ
ん

（
伴
淳
三
郎
）と
競
演（
？
）し
た
ん
だ
」。

四
十
五
年
前
と
変
わ
ら
な
い
第
五
ス
テ
ー

ジ
の
姿
。よ
か
っ
た
！

　
「
撮
影
の
技
術
的
な
こ
と
は
、機
材
の

進
歩
に
よ
っ
て
今
は
昔
と
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。け
れ
ど
も
、ス
テ
ー
ジ
の

建
物
や
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
心
意
気
は
受
け

継
が
れ
て
い
き
、こ
の
松
竹
京
都
映
画
撮

影
所
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ

て
い
く
の
で
す
」。こ
ん
な
野
村
さ
ん
の
言

葉
に
、大
い
に
共
感
し
た
中
野
さ
ん
だ
っ

た
。嵐

山
・
中
ノ
島
橋

　

撮
影
所
に
近
く
、し
ば
し
ば
ロ
ケ
に
使

わ
れ
る
の
が
こ
の
橋
。有
名
な
渡
月
橋
の

陰
に
か
く
れ
て
目
立
た
な
い
が
、江
戸
の

町
中
の
橋
、と
あ
る
城
内
の
橋
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
に
使
わ
れ
る
時
代
劇
撮
影
の
名

脇
役
だ
と
お
教
え
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ぶ
し
い

嵐
山
の
緑
。

ち
い
さ
な
旅

を
終
え
た

中
野
さ
ん

の
心
は
、こ

の
日
の
空
の

よ
う
に
爽
や

か
だ
っ
た
。

■等持院撮影所跡
　マキノ省三像
等持院霊園の南端、参道沿いにある。
北区等持院北町

■大映通り商店街
　（キネマストリート）
＊三吉稲荷
随所に映画スターの名を見つけられ
る。マキノ省三監督の顕彰碑も。
右京区太秦多薮町
＊京都の文化を映像で記録する会

（ＮＰＯ特定非営利活動法人）
映画づくりの技術を持つ皆さんが集
まって設立。京都文化の記録映像等
の制作活動のほか、子供たちへ映画づ
くりの技術を伝える「太秦キネマ塾」、
大学に協力しての学生への技術指導
などを行っている。
右京区太秦多薮町43
Tel.０７５‐８７１‐６６３１
http://www.miyakodori.org/
＊つたや
松竹京都映画撮影所に至近の食事
処として、地元の人や映画関係者に愛
されている。気軽に暖簾をくぐれる温か
い雰囲気のお店。
右京区太秦堀ヶ内町31

（商店街の帷子ノ辻側入り口すぐ）
Tel.０７５‐８６１‐０９４７

■松竹京都映画撮影所
　（松竹京都映画株式会社）
ここでは戦前から撮影がなされ、とくに
1951（昭和26）年から60年代前半に
かけて、多くの映画が撮影されてきた。
その後70年代以降はテレビ時代劇の
撮影が中心となり、「必殺シリーズ」「鬼
平犯科帳シリーズ」「剣客商売」等、
数々の名作を世に送り出し続けており、
また、近年では、山田洋次監督の映画

「たそがれ清兵衛」なども撮影されてい
る。立命館との協定に基づき、撮影所
内に、2007年4月開設予定の「映像学
部」の実習スタジオが設けられる予定。
右京区太秦堀ヶ内町12-9
Tel.０７５‐８６４‐８６０１
http://www.kyoto.zaq.ne. jp/
s-kyotoeiga/

■中ノ島橋（太鼓橋）
嵐山・中ノ島公園の東側南岸にかか
る小さな橋。
右京区嵯峨中ノ島町

中野友擴さん 
（'62文）
Tomohiro Nakano
本学文学部にて心理学
を専攻。卒業後、神戸新
聞文化センターを経て、園
田学園女子大学に勤務。
2005年退職。時実新子
氏の「川柳大学」会員で、
文化センター等にて川柳の
講座をもつ。エッセイ等でも
活躍。大の映画ファン。

松本幸四郎さんの撮影現場

『大当り三代記』丁稚役の中野さん

『大当り三代記』監督：的井邦雄（昭和36年・松竹）
〔写真提供：松竹株式会社〕

江戸の街並みのセット
（左）野村取締役 （右）中野さん

第5ステージを眺める

中ノ島橋

京都歴史回廊を行く特集 1
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広
告
好
き
か
ら
プ
ロ
の
ア
ド
マ
ン
へ

　

朝
五
時
半
に
起
き
、
自
宅
近
く
の
鎌
倉
・
七

里
ガ
浜
で
七
時
半
ま
で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
か
ら

出
勤
。東
京
・
東
銀
座
の
オ
フ
ィ
ス
に
着
く
と
、広

告
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
深
夜
ま
で
み
っ
ち
り
と
仕

事
。横
川
さ
ん
の
、と
あ
る
一
日
で
あ
る
。

　

関
西
支
社
在
勤
中
に
は
、本
学
の
大
学
院
経

営
学
研
究
科
で
学
び
、ト
ッ
プ
の
成
績
で
Ｍ
Ｂ
Ａ

を
取
得
。
仕
事
、趣
味
、勉
学
の
ど
れ
を
も
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ

て
こ
な
し
て
い
く
横
川
さ

ん
は
、
仕
事
で
磨
い
た
技

を
人
生
設
計
に
上
手
に

生
か
し
て
い
る
の
だ
。ま
ず

は
、ア
ド
マ
ン
に
な
る
ま
で

の
歩
み
を
伺
お
う
。

横
川　

子
供
の
頃
か
ら
、

広
告
が
大
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
。「
今
日
見
た
こ
ん
な

広
告
が
面
白
か
っ
た
」と
、

仲
間
や
家
族
に
話
し
た
り
、

「
自
分
な
ら
、
こ
ん
な
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
に
す
る
の
に

な
」
と
考
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
、「
雑
誌

研
究
会
」に
入
っ
て
、キ
ャ

ン
パ
ス
周
辺
の
飲
食
店
な

ど
の
広
告
を
よ
く
作
っ
て

い
ま
し
た
。
広
告
会
社
と

い
う
も
の
の
存
在
を
知
っ

た
の
も
、こ
の
頃
で
し
た
。

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
撮
影
に
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
し
た
時
、ス
タ
ッ
フ
の

方
が
と
て
も
格
好
よ
く
て
、自
分
も

こ
ん
な
仕
事
が
し
た
い
と
強
く
感
化

さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
就
職
と
い
う
時
、
他
の

業
界
に
は
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
面
接
で「
広
告
会
社
は
狭
き
門

だ
よ
。全
部
落
ち
た
ら
ど
う
す
る
？
」

と
聞
か
れ
る
と
、「
そ
の
時
は
、自
分

で
広
告
会
社
を
作
り
ま
す
」と
答
え

て
い
ま
し
た
。

　

僕
の
映
像
作
品
の
原
点
は
中
学

三
年
の
時
に
撮
っ
た
八
ミ
リ
映
画
で

す
。
普
段
は
怖
い
先
生
や
、
不
良
っ

ぽ
い
同
級
生
が
、カ
メ
ラ
の
前
で
緊

張
し
て
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ
た
り
、
逆

に
い
つ
も
印
象
が
薄
か
っ
た
女
子

生
徒
が
名
女
優
さ
な
が
ら
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
り
。
僕
は
あ
の
時
、人
を
演

じ
さ
せ
る
こ
と
の
面
白
さ
に
目
覚
め

た
ん
で
す
ね
。

　

も
っ
と
昔
、小
学
生
の
頃
に
は
、壁

新
聞
の
四
コ
マ
漫
画
を
連
載
し
て
い

て
、担
任
の
先
生
は
当
時
か
ら「
こ
の

子
は
本
当
に
漫
画
家
に
な
る
か
、テ

レ
ビ
の
世
界
に
進
む
だ
ろ
う
」と
思
っ

て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

横
川
さ
ん
の〝
デ
ザ
イ
ン
〟の
力

は
、仕
事
の
中
で
徹
底
的
に
鍛
え
ら

れ
て
い
っ
た
。

横
川
隆
司
さ
ん（
'85
営
）  

株
式
会
社
ア
サ
ツ
ー　

デ
ィ
・
ケ
イ　

第
一
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
本
部　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
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横
川　

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
、何
も
色
や
姿
、カ

タ
チ
だ
け
で
は
な
く
、伝
え
た
い
情
報
の
デ
ザ
イ
ン

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
総
合
的
に
行
う

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
意
味
で
す
。
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
、新
聞
・
雑
誌
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
等
々
い
ろ

い
ろ
手
掛
け
て
い
る
の
で
す
が
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企

業
や
商
品
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
短
く
わ
か
り

や
す
く
、受
け
手
の
心
を
動
か
す
よ
う
に
伝
え
る
と

い
う
本
質
は
、媒
体
が
違
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

入
社
し
て
間
も
な
い
頃
に
は
、徹
夜
を
何
度
も
し

ま
し
た
。
翌
日
ま
で
に
コ
ピ
ー
（
広
告
の
文
案
）を

百
本
書
け
と
言
わ
れ
て
、何
と
か
仕
上
げ
る
と
、こ

こ
は
良
い
、こ
こ
は
悪
い
と
、先
輩
が
そ
れ
を
一つ
ひ

と
つ
き
ち
ん
と
見
て
く
れ
て
⋮
。こ
う
い
う
土
台
の

上
に
今
が
あ
り
ま
す
。

　

夢
で
見
た
企
画
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
夢
の
中
で
、僕
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
の
ジ
ェ
フ
・

ゴ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ム
さ
ん
の
起
用
を
提
案
し
て
い
ま
し

た
。
ジ
ェ
フ
さ
ん
も
英
語
で「
Ｏ
Ｋ
、出
演
す
る
よ
」

と（
笑
）。
結
果
、本
当
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

も
競
合
を
排
し
採
用
さ
れ
、Ｃ
Ｍ
の
撮
影
は
ア
メ
リ

カ
・
ネ
バ
ダ
州
の
砂
漠
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。も
ち

ろ
ん
、Ｃ
Ｍ
の
演
出
は
僕
が
や
り
ま
し
た
。

社
会
人
大
学
院
で
の
収
穫

　

キ
ャ
リ
ア
を
積
む
に
つ
れ
、﹁
ど
う
し
た
ら
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
れ
る
ん
で
す
か
﹂と

聞
か
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
っ
た
。後
進
に
自
ら
の

歩
み
を
語
り
な
が
ら
も
、﹁
そ
の
答
え
は
僕
が
聞
き

た
い
く
ら
い
だ
﹂
と
思
う
気
持
ち
が
膨
ら
ん
で
い
っ

た
と
い
う
。

横
川　

ま
だ
ま
だ
あ
か
ん
、と
い
う
感
じ
で
し
た
。

「
君
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
も
う
辞
め
る
か
？
」
っ

て
い
つ
言
わ
れ
る
か
、崖
っ
ぷ
ち
だ
と
感
じ
た
頃
も

あ
り
ま
し
た
。
常
に
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
を
上
げ
て

い
か
な
い
と
、生
き
残
れ
な
い
。一
度
、リ
セ
ッ
ト
す

る
べ
き
だ
と
思
い
、大
学
院
経
営
学
研
究
科
の
門
を

叩
き
ま
し
た
。
企
業
経
営
専
攻
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
コ
ー
ス
、社
会
人
の
ク
ラ
ス
で
す
。「
経
営
ト
ッ
プ

は
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
理
解
が
な
い
の
で
は
？
」と

い
う
、前
々
か
ら
持
っ
て
い
た
疑
問
を
、「
自
分
た
ち

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
中
に
、経
営
を

理
解
し
て
い
る
人
間
は
ど
の
く
ら
い
い
る
か
？
」と

転
換
し
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
わ
か
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
ろ
う
」と
目
標
設
定
を
し

た
の
で
す
。
他
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
一
味
違
う
提

案
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
⋮
。

　

仕
事
を
し
な
が
ら
の
学
生
生
活
は
、時
間
的
に
は

ハ
ー
ド
で
し
た
。で
も
、学
部
時
代
と
は
比
べ
物
に

な
ら
な
い
ほ
ど
勉
強
し
ま
し
た
。
知
る
喜
び
、仕
事

に
役
立
て
ら
れ
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。企

業
や
経
営
に
対
す
る
価
値
観
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、

僕
の〝
自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
〟
計
画
は
、大
き
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
院
で
は
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
学
ん
で
い
た
。

様
々
な
業
界
の
職
業
人
は
も
ち
ろ
ん
、定
年
退
職

後
の
第
二
の
人
生
を
模
索
し
て
い
る
人
も
。
就
職

活
動
中
の
学
生
に
も
た
く
さ
ん
出
会
っ
た
。
横
川

さ
ん
は
、
周
囲
の
人
々
の〝
自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
〟
様
子
に
も
興
味
を
も
っ
た
。

横
川　

表
現
す
る
こ
と
が
苦
手
な
人
が
多
い
な
あ

と
、改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
十
分
な
能
力
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
で
も
、効
果
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
や
そ

れ
を
表
現
す
る
術
に
は
あ
ま
り
関
心
を
払
っ
て
い
な

い
よ
う
で
、も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。す

る
と
、奥
村
陽
一
教
授
か
ら
、「
自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
学
生
さ
ん
に
講
義
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義

へ
の
反
響
は
大
き
く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

講
義
で
語
り
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、著
書

（﹃
自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
﹄創
英
社
／
三
省
堂
書

店
）に
ま
と
め
ま
し
た
。僕
に
と
っ
て
、貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。で
は
、こ
れ
だ
け
は
と
思
う
こ
と

を
お
話
し
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

よこかわ　たかし

〝
自
分
を
デ
ザ
イ
ン
〞し
よ
う
！

いつも自己紹介に使う１枚。毎年訪れる種子島にて。（写真提供：横川隆司さん）

横川さん作のアート引越センターレディースパック
の広告「合格！」  （写真提供：アートコーポレーション、
吉本興業、東映CM、ADK）
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自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、と
は
？

　

横
川
さ
ん
の
主
張
に
は
、理
解
に
難
い
こ
と
は

何
も
な
い
。
た
だ
、そ
れ
を
意
識
的
に
実
行
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

る
か
ど
う
か

4

4

4

4

4

で
、人
生
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
も
の
。

横
川　
〝
自
分
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
〟第
一
歩
は
、ま
ず

自
分
を
知
る
こ
と
で
す
。
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
て

（
乗
っ
た
つ
も
り
で
）自
分
の
ル
ー
ツ
を
遡
り
、自
分

が
な
ぜ
今
こ
こ
に
い
る
の
か
？　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因

を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。自
分
自
身
の
歴
史
や
ル
ー

ツ
が
、物
の
考
え
方
や
職
業
観
に
与
え
る
影
響
は
あ

な
ど
れ
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、旅
に
出
る
こ
と
を

お
ス
ス
メ
し
ま
す
。
本
当
の
自
分
は
、日
常
で
は
な

か
な
か
つ
か
め
な
い
も
の
で
す
。
価
値
観
や
考
え
方

の
違
う
場
所
に
自
分
を
置
い
て
み
る
こ
と
も
、自
分

を
知
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、ど
こ
か
の
誰
か
が
あ
な
た
を
認
め
て
迎

え
を
よ
こ
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重

要
な
の
は
、自
分
を
表
現
す
る
こ
と
で
す
。
嘘
は
も

ち
ろ
ん
ダ
メ
で
す
が
、正
直
す
ぎ
る
の
も
ダ
メ
。つ

ま
り
、情
報
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、自
分
の
意
思
や
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
つ
く
り
ま
す
。一
言
で
自
分
を
表
現
す
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
（
色
）を
決
め
、

自
分
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一
枚
の
写
真
を
ア
ル

バ
ム
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。も
ち
ろ
ん
、テ
ク
ニ
ッ
ク

よ
り
も
重
要
な
の
は
、自
分
を
表
現
す
る「
勇
気
」

で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
し
た
自
己
像
を
着
実
に
現
実
の
も
の

と
し
て
き
た
横
川
さ
ん
。九
十
年
分
の
人
生
計
画

は
、ど
こ
ま
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
。

横
川　

僕
は
九
十
歳
ま
で
生
き
る
つ
も
り
で
す
。

そ
し
て
、自
分
の
葬
式
の
デ
ザ
イ
ン
は
こ
う
で
す
。

白
黒
の
幕
の
代
わ
り
に
、僕
が
つ
く
っ
た
広
告
ポ
ス

タ
ー
を
貼
り
ま
す
。
そ
し
て
、手
が
け
た
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
か
ら
厳
選
し
た
作
品
を
式
場
に
流
し
ま
す
。

　

僕
自
身
の
表
向
き
の
看
板
は
、先
程
言
っ
た「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
わ
か
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
」で
す
が
、本
当
の
理
想
は「
広
告
が
つ
く
れ

る
サ
ー
フ
ァ
ー
」で
す（
笑
）。

　

本
を
書
く
と
い
う
目
標
は
ひ
と
ま
ず
達
成
し
ま

し
た
が
、今
、二
冊
目
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
次
は
、

大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
随
所
に
散
り
ば
め
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
役
立
つ
実
践
的
な
本
に
し
ま

す
。
他
に
は
、映
画
作
り
に
も
い
つ
か
挑
戦
し
た
い

で
す
。

　

中
高
年
の
皆
さ
ん
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す

よ
。僕
は
い
つ
で
も「
今
が
一
番
カ
ッ
コ
イ
イ
」と
思
っ

て
い
ま
す
。
四
十
歳
は
五
十
歳
か
ら
見
れ
ば
若
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、五
十
歳
も
六
十
歳
か

ら
み
れ
ば
若
い
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。つ
ま
り
、若

さ
と
は
自
覚
で
あ
り
考
え
方
で
、「
今
を
生
き
る
」

こ
と
こ
そ
重
要
な
の
で
す
。
そ
れ
に
、団
塊
の
世
代

の
皆
さ
ん
は
、戦
後
の
高
度
成
長
も
バ
ブ
ル
の
い
い

時
期
も
そ
の
後
の
不
況
も
全
部
経
験
さ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。
皆
さ
ん
の
知
恵
や
ス
キ
ル
を
い
ろ
い
ろ
な

形
で
社
会
へ
還
元
し
て
下
さ
る
こ
と
を
僕
は
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、僕
が
見
つ
け
た
人
生
の
法
則
を
二
つ
。

Ｄ
＝
Ｗ（
人
が
一
生
の
う
ち
で
出
会
う
人
数
と
別

れ
る
人
数
は
等
し
い
）。
だ
か
ら
こ
そ
、出
会
い
を

大
切
に
。ま
た
別
れ
も
大
切
に
。も
う
一つ
は
、Ｓ
＝

Ｆ
Ｓ（
一
生
に
お
と
ず
れ
る
幸
せ
と
不
幸
せ
の
数
は

等
し
い
）。〝
コ
ッ
プ
半
分
の
水
〟の
話
で
例
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
幸
せ
は
と
ら
え
方
・
考
え
方
次
第
で

は
な
い
か
？ 

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

1963年 大阪市に生まれる。
1981年 清風高校卒。
 立命館大学経営学部入学。
 サークル「雑誌研究会」にて活動。
1985年 大学卒業。ＪＩＣ入社。
1990年 第一企画株式会社（当時）入社。大阪支社の

企画制作部配属。
 以後、制作担当として経験を積む。
1999年 第一企画株式会社・株式会社旭通信社が合併。

株式会社アサツー　ディ・ケイ誕生。
2000年 同社、クリエイティブ・ディレクターとなる。
2003年 関西支社にて勤務しながら、立命館大学経

営学研究科企業経営専攻プロフェッショナル
コースに入学。

2005年 大学院修了と同時に、東京本社に異動、現職。
 クリエイティブ・ディレクターとして、広告の

企画制作、ブランドマネジメントプランニング、
クリエイティブ戦略プランニングを担当して
いる。

2006年『自分をデザインする』（創英社／三省堂書店）
上梓。

◆主な受賞歴
●日本産業広告賞　雑誌部門第二席　2回
●全日本CM放送連盟  ACC賞・優秀賞･奨励賞受賞他。
●ニューヨークフェスティバルズテレビＣＭ部門ファイナ

リスト賞　3回
＊他　多数受賞

横川隆司さん

Takashi
　Yokokawa
Takashi
　Yokokawa

横川さんの著書
『自分をデザインする』
（創英社／三省堂書店）
本体933円＋税

広告業界で働きたい人はもちろん、
自分を見つめ直したい人に向けての
メッセージが詰まった一冊。
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恩師の近況や人となり、思い出を、教え子が紹介します。

　

刑
法
を
学
び
始
め
た
頃
、実
体
的
真
実
追
及
こ
そ
が
正
義
の
実
現
と
、

口
角
泡
を
飛
ば
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
井
戸
田
先
生
は
、こ
の

時
期
、既
に
、研
究
者（
教
育
者
）と
実
務
家（
弁
護
士
）の
双
方
に
軸
足

を
置
い
て
、ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
た
訳
で
す
。
青
臭
い
議
論
を
若
者
の
通

過
儀
礼
ぐ
ら
い
に
み
て
、ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

所
属
さ
れ
て
お
ら
れ
た
事
務
所
が
、本
学
名
誉
教
授
の
佐
伯
千
仭
先
生

の
と
こ
ろ
と
お
聞
き
し
た
時
は
、懐
か
し
さ
と
心
の
昂
り
を
感
じ
ま
し
た
。先

生
が
学
界
で
著
名
な
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、か
の
、滝
川
事
件
で
は
、弁
護

側
に
立
た
れ
て
、本
人
の
証
言
が
如
何
に
信
用
な
ら
な
い
か
の
立
証
を
は
じ

め
、大
変
勇
気
の
い
る
事
柄
を
敢
然
と
行
わ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
正
義

心
と
反
骨
精
神
、反
権
力
と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、井

戸
田
先
生
は
、こ
の
佐
伯
先
生
に
請
わ
れ
て
事
務
所
入
り
を
さ
れ
た
の
で

す
か
ら
、そ
の
ス
タ
ン
ス
は
継
承
さ
れ
て
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。あ
る
大
学

の
講
話
「
刑
事
裁
判
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
」の
中
で
、窮
極
は
検
察
官
の

主
張
し
た
起
訴
状
に
書
か
れ
た
訴
因
事
実
を
攻
撃
す
る
こ
と
だ
と
、非
常

に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
論
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。青
臭
い
議
論
は
吹
っ
飛

び
ま
す
。刑
事
だ
け
で
は
、事
務
所
の
維
持
は
困
難
で
民
事
も
手
掛
け
ら
れ

る
の
で
す
が
、相
隣
関
係
や
親
子
関
係
に
係
わ
る
事
件
で
は
、清
貧
の
思
想

を
地
で
い
く
よ
う
な
も
の
と
ご
推
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

白
居
易
の「
人
生
行
客
に
似
た
り　

両
足
歩
を
停
む
る
こ
と
無
し
」（
人

生
は
歩
き
つ
づ
け
る
旅
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。両
足
は
、一
歩
も
休
む
暇

が
な
い
）の
気
概
で
、い
つ
迄
も
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

　

人
と
の
出
会
い
が
人
生
を
形
づ
く
る
。そ
の
こ
と
を
今
も
強
く
実
感
す

る
。福
田
先
生
は
昭
和
四
十
六
年
、私
が
日
文
専
攻
三
回
生
に
な
っ
た
年
に

赴
任
し
て
来
ら
れ
た
。そ
れ
か
ら
も
う
三
十
五
年
に
な
る
。

　

先
生
の
ご
担
当
は
中
世
文
学
。ゼ
ミ
で
の
先
生
の
指
導
は
そ
れ
ま
で
と
違

い
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。『
御
伽
草
子
』を
題
材
に
、古
典
文
学
を
読

む
こ
と
の
意
義
を
基
本
か
ら
叩
き
込
ま
れ
た
。
最
初
の
講
義
で
必
読
の
研

究
書
を
次
々
と
黒
板
い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ
た
時
は
呆
気
に
と
ら
れ
た
も
の
だ
。

「
訓
詁
・
注
釈
」
と
い
う
言
葉
を
教
わ
っ
た
の
も
こ
の
時
だ
っ
た
。
容
赦
の
な

い
質
問
で
ゼ
ミ
の
発
表
が
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

覚
え
て
い
る
。し
か
し
、な
ぜ
か
華
麗
な
文
学
論
な
ど
よ
り
も
こ
の
地
道
な
作

業
に
、い
つ
も
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
新
鮮
な
感
動
を
味
わ
っ
て
い
た
の

も
事
実
で
あ
っ
た
。こ
の
福
田
ゼ
ミ
で
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
が
そ
の
後
、教
員
に

な
っ
た
私
の
人
生
に
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

先
生
は
ま
た
、説
話
文
学
研
究
会
を
設
立
し
、私
を
含
め
先
生
の
学
問

に
魅
か
れ
た
十
名
程
の
学
生
が
早
速
参
加
し
た
。
研
究
会
は
説
話
文
学
の

輪
読
と
昔
話
の
調
査
。
初
め
て
の
昔
話
調
査
で
訪
れ
た
徳
島
県
海
部
郡
海

南
町
で
は
、古
老
か
ら
全
く
話
が
聞
け
ず
う
な
だ
れ
て
い
た
私
達
を
一
人
一
人

励
ま
し
て
下
さ
る
先
生
の
優
し
さ
が
身
に
沁
み
た
。
卒
業
し
て
か
ら
も
研
究

会
活
動
を
続
け
、先
生
か
ら
は
学
問
だ
け
で
な
く
、実
に
多
く
の
こ
と
を
教

え
ら
れ
、人
間
的
に
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
私
は
常
々
、進

学
す
る
教
え
子
達
に
も
研
究
会
の
良
さ
を
説
い
て
い
る
。

　

先
生
の
健
脚
は
今
な
お
衰
え
ず
、学
会
な
ど
で
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
お
ら

れ
る
が
、中
で
も
恒
例
の
京
都
・
大
阪
を
め
ぐ
る
伝
承
文
学
探
訪
は
す
ば

ら
し
く
、毎
年
妻
を
伴
っ
て
参
加
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

井戸田　侃
名誉教授（法学部）

●いどた　あきら
●1955年～ 1994年
●刑事法学

先生からの一言

私も、卒業後12年余り
経ちましたが、変わりあ
りません。皆さんも、健
康に注意して立命館の
卒業生であるという誇り
をもって頑張りましょう。
努力なくしては、前進は
ありません。

福田　晃
名誉教授（文学部）

●ふくだ　あきら
●1971年～ 1997年
●国文学(中世)民俗学(昔話)

先生からの一言

受講生の皆さん、特にゼ
ミ生の方々、「鬼」の福田
を思い出していますか。
古い卒業生によると、最
近のわたしは、「仏」に堕
落したそうです。厳しさ
を忘れず、人生に立ち向
かってください。元気で。

教え子

伊
吹
邦
彦 

（
'58
法
）記

国
立
京
都
国
際
会
館
参
与

教え子

松
本
孝
三 

（
'81
院
文
）記

堺
市
立
工
業
高
等
学
校
教
諭
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政策科学部 高田 昇 教授に聞く
持続可能な都市づくりへの

新たな潮流

昔
の
城
下
町
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
都
市

を
思
い
浮
か
べ
る
と
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
や
す
い
で
し
ょ
う
。そ
れ
は
寺

院
や
広
場
が
町
の
重
要
な
位
置
に
あ
り
、住
ま
い
、

仕
事
場
、
学
校
、
公
共
施
設
な
ど
が
身
近
な
と
こ

ろ
に
一
通
り
そ
ろ
っ
て
い
る
情
景
で
す
。
広
が
り
す

ぎ
た
現
代
都
市
の
歪
み
を
正
し
て
い
く
の
に
、
歴

史
都
市
か
ら
学
び
つ
つ
、
公
共
交
通
の
見
直
し
や

都
市
に
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
再
生
す
る
動
き

が
世
界
的
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
何
か
？ 

と
い
う
問
い
に
、

決
ま
っ
た
定
義
が
確
立
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、ほ
ぼ
共
通
し
た
考
え
が
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。そ
こ
に
は
、
分
散
せ
ず
集
約
さ
せ
る
居
住
・

就
業
、複
合
的
な
土
地
利
用
、明
確
な
都
市
の
境

界
、
自
動
車
だ
け
に
依
存
し
な
い
交
通
、
日
常
生

活
の
自
足
性
、地
域
運
営
の
自
立
性
、と
い
っ
た
要

素
が
含
ま
れ
ま
す
。
特
に
大
切
な
の
は
、
都
市
の

成
長
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
環
境
と
共
生
し
、
都

市
が
空
洞
化
し
た
り
、
肥
大
化
す
る
こ
と
な
く
持

続
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

住
宅
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る

の
に
市
場
原
理
に
委
ね
、
自
動
車
の
普

及
に
ま
か
せ
た
流
れ
の
中
で
、
病
院
や
福
祉
・
文

化
施
設
ま
で
が
、ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
の
店
と
並
ぶ
状

況
が
普
通
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
都
市

の
拡
散
、
郊
外
化
の
も
た
ら
し
た
弊
害
は
、
多
方

面
に
ま
た
が
っ
て
表
面
化
し
て
い
ま
す
。一
見
合
理

的
と
さ
れ
た
土
地
利
用
を
分
け
る
方
法
は
、結
果

と
し
て
通
勤
時
間
を
長
く
し
、
自
動
車
の
量
と
移

動
距
離
を
大
き
く
し
、
郊
外
開
発
に
よ
る
環
境

問
題
を
多
発
さ
せ
、
画
一
的
な
景
観
を
生
み
出
し

た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
Ｅ
Ｕ

が
提
唱
し
、イ
ギ
リ
ス
、ド
イ
ツ
、オ
ラ
ン
ダ
、そ
し

て
ア
メ
リ
カ
で
も
都
市
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
中
小
都
市
に
は
、

伝
統
的
に
そ
の
見
本
と
な
る
よ
う
な
と

こ
ろ
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、こ
れ
こ
そ
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
、と
い
う
実
物
は
世
界
の
ど
こ
に
も
ま

だ
存
在
し
ま
せ
ん
。私
は
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

で
、コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
良
さ
を
実
感
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
歩
け
る
と
こ
ろ
に
、
住
宅

と
オ
フ
ィ
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、ホ
テ
ル
が
近
接
し
て

あ
り
、フ
ェ
ラ
ガ
モ
本
社
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョッ

プ
と
庶
民
が
楽
し
め
る
店
や
青
果
・
肉
屋
さ
ん
が

並
び
、
観
光
客
が
訪
れ
る
ド
オ
ー
モ
、シ
ア
タ
ー
、

カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。ド
イ
ツ
の
デ
ュッ
セ
ル
ド
ル
フ

で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
走
ら
せ
、
市
街
地
は
オ
シ
ャ
レ
で

緑
あ
ふ
れ
る
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
に
生
ま
れ
か
わ
り
、

古
い
ビ
ル
は
リ
ニュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
幼
稚
園
や
高
齢

コンパクトシティ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は

ど
の
よ
う
な
町
の
こ
と
を

言
う
の
で
し
ょ
う
か

A Q
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が

採
用
さ
れ
て
い
る
背
景
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

A Q

各
地
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

代
表
的
な
も
の
や

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

A Q
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者
の
サ
ロ
ン
に
再
生
さ
れ
て
い
る
光
景
が
み
ら
れ

ま
す
。
都
市
の
セ
ン
タ
ー
が
生
き
生
き
と
し
て
い

る
の
で
す
。

　

日
本
で
も
、十
年
程
前
に
青
森
市
が
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て
、
活
気
が
み
ら
れ
な
い
中

心
部
に
、
分
散
し
た
都
市
機
能
を
集
め
よ
う
、と

の
試
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
市
で
は
、
大

都
市
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。ま
た
特
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
意
識
し
て

い
な
く
て
も
、
古
く
か
ら
の
市
街
地
の
活
性
化
に

取
組
み
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
学
ぶ
べ

き
先
例
で
す
。
滋
賀
県
・
長
浜
市
で
は
、
歴
史
建

築
を
再
生
し
た
ガ
ラ
ス
工
房
を
中
心
に
、
商
店
、

美
術
館
、博
物
館
、高
齢
者
の
仕
事
場
な
ど
を
町

中
に
集
め
て
活
気
を
と
り
戻
し
て
い
ま
す
。
兵
庫

県
・
篠
山
市
で
は
、
商
店
街
が
近
く
の
農
家
と
連

携
し
て
新
し
い
特
産
品
を
開
発
、
全
国
に
発
信
し

て
い
ま
す
。し
か
し
現
実
に
は
、
全
国
的
に
み
て
も

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
出
発

点
に
立
っ
た
ば
か
り
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

超
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、そ
の
間
を
高

速
道
路
が
自
在
に
走
る
、そ
し
て
郊
外

に
は
、
大
規
模
な
住
宅
団
地
が
広
が
る
…
。そ
ん

な
都
市
イ
メ
ー
ジ
に
代
表
さ
れ
る
見
か
け
の
立
派

さ
を
追
う
都
市
建
設
の
弱
点
を
見
据
え
、
市
民

に
と
っ
て
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
と
、よ
り
望
ま
し
い

都
市
の
あ
り
方
を
求
め
る
と
い
う
原
点
に
立
と

う
、と
い
う
の
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
ね
ら
い
で
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
、ま
だ
多
く
の
未
知
の
面

を
残
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
近
い
都
市
が
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
期
待
で
き
る
効
果
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
交
通
を
減
ら
す
こ
と
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
郊
外
開
発
抑
制
に
よ
る
農
村
・

自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
、
市
街
地
の
活
性
化
、

公
共
投
資
の
効
率
化
、
生
活
の
利
便
性
向
上
、コ

ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
に
よ
る
地
域
社
会
の
安
定
、い
ず

れ
も
現
代
都
市
の
深
い
悩
み
へ
の
答
え
と
な
り
え

る
で
し
ょ
う
。

　

二
〇
〇
六
年
五
月
に
は
都
市
計
画
法
と
中
心

市
街
地
活
性
化
法
の
抜
本
的
改
正
が
国
会
で
成

立
し
ま
し
た
。そ
の
ね
ら
い
は
都
市
計
画
に
よ
り
、

郊
外
で
の
大
規
模
集
客
施
設
立
地
や
新
た
な
開

発
を
抑
え
る
こ
と
、
同
時
に
古
く
か
ら
の
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
よ

う
や
く
日
本
で
も
、も
う
こ
れ
ま
で
の
無
秩
序
で

不
効
率
な
都
市
拡
張
は
や
め
よ
う
、と
の
理
念
を

は
っ
き
り
さ
せ
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

が
始
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コンパクトシティ
政策科学部 高田 昇 教授に聞く

持続可能な都市づくりへの新たな潮流

■主な著書・論文
●『まちづくりフロンティア』（オール関西、2005年4月）
●『コーポラティブハウス—21世紀型の住まいづくり』
 　（学芸出版社、2003年3月）
●『まちづくり実践講座』（学芸出版社、1991年4月）
●『水と共に生きる都市』（かもがわ出版、1991年1月） 
●『「ケア」と健康の連結を考える』（2005年） 

Profileたかだ　すすむ
立命館大学政策科学部教授

［専門分野］
都市計画、建築計画

行政・商業機能や住民を街の中心部に集める「コンパクトシティ」づくりが地方で加速している。

人口減や高齢化、自治体の財政難に対応し、インフラなどを中心部に集中して

中心商店街などの活性化や公共投資の効率化を図る狙いだ。

コンパクトシティの普及してきた背景や各地域の代表的な取り組み、

人々のライフスタイルの変化などについて政策科学部の高田昇教授に伺った。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

未
来
像
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

A Q
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地
理
科
卒
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
は
、
登

山
家
や
山
好
き
が
多
い
。

　

特
に
我
々
の一
年
後
輩
で
、日
本
山
岳

会
員
の
薬
師
義
美
君（
'63
院
文
、
長
岡

京
市
在
住
）は
、日
本
の
山
域
を
超
え
、ヒ

マ
ラ
ヤ
の
大
山
群
を
約
三
十
年
に
亘
っ
て

登
行
、踏
査
し
つ
つ
、内
外
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
地

方
の
山
岳
・
地
形
・
登と

は
ん攀

記
録
等
を
編

纂
し
て『
新
版
ヒ
マ
ラ
ヤ
文
献
目
録
』
を

作
成
・
刊
行
し
た
功
績
に
よ
り
、平
成
十

年
、第
一
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞

し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
地
味
で
息
の
長
い
高

度
な
研
究
と
尽
力
に
最
大
限
の
敬
意
を

表
し
た
い
。

　

話
し
が
急
に
俗
化
し
て
申
し
訳
な
い

が
、深
田
久
弥
著
の『
日
本
百
名
山
』が

一
九
六
四
年
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
以

来
、今
日
ま
で
四
十
年
も
の
間
、百
名
山

ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

よ
く
ぞ
素
晴
ら
し
い
山
々
を〝
百
〟の

発
想
で
選
び
出
し
、魅
力
的
に
こ
れ
ら
の

山
々
を
紹
介
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
七
七
年
、東
京
本
社
勤
務
時
、山

好
き
の
上
司
か
ら
面
白
い
か
ら
ぜ
ひ
読
ん

で
み
て
は
…
と
薦
め
ら
れ
、こ
の「
日
本
百

名
山
」の
本
に
接
し
て
以
来
〝
百
〟の
山
に

と
り
つ
か
れ
、十
六
年
が
か
り
で一
九
九
三

年
家
内

共
々
全
山

を
完
登
す
る

に
至
っ
た
。

　

翌
九
四
年
に
、
同
じ
地
理

科
同
級
の
柳
沢
嗣
郎
君（
旧
姓
・
塚
本
）

が
無
事
百
名
山
登
頂
達
成
し
た
と
の
朗

報
が
も
た
ら
さ
れ
、祝
杯
を
上
げ
た
次
第

で
あ
る
。

　

一
口
に
百
名
山
と
言
っ
て
も
、
北
は
北

海
道
・
利
尻
島
の
利
尻
岳
か
ら
、南
は
九

州
・
屋
久
島
の
宮
の
浦
岳
ま
で
二
千
キ
ロ

に
亘
っ
て
散
在
し
、
密
度
的
に
は
、
本
州

中
央
部
の
南
ア
ル
プ
ス
と
北
ア
ル
プ
ス
に
集

中
し
て
い
る
。な
お
半
分
の
五
十
座
が
火

山
で
あ
る
。

　

南
ア
ル
プ

ス
最
南
端
の

光
て
か
り

岳
な
ど
一
座
で
三

泊
四
日
を
要
す
る
山
や
、

北
ア
ル
プ
ス
の
剣
岳
な
ど
急
峻
な

岩
稜
を
辿
る
山
、
東
北
の
飯い

い
で豊

山
な
ど

山
深
い
為
に
長
大
な
尾
根
を
二
十
余
時

間
も
か
け
て
登
る
山
な
ど
、或
る
程
度
の

体
力
と
気
力
を
要
し
、か
つ
旅
費
等
経
費

も
莫
大
で
あ
る
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、よ
り
辛
く
厳
し
い

山
ほ
ど
印
象
深
く
甦
る
の
で
あ
る
。
更
に

山
々
の
個
性
、尊
厳
さ
、自
然
美
等
を
カ

メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
二
十
余
年
前
か
ら
百

名
山
の
山
岳
写
真
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

百
名
山
が
昂
じ
て
、リ
タ
イ
ヤ
近
く
に

な
っ
て
山
梨
県
甲
府
へ
の
転
勤
を
契
機

に
、富
士
山
・
甲
斐
駒
ケ
岳
・
八
ヶ
岳
等

の
秀
峰
が
眺
め
ら
れ
る
八
ヶ
岳
山
麓
の

現
住
所
に
山
小
屋
を
建
て
住
み
つ
い
た
次

第
で
あ
る（
実
家
の
仙
台
は
遠
く
な
っ
た

が
…
）。

　

我
々
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
二
十
～

三
十
年
前
は
入
山
者
が
少
な
く
、
比
較

的
静
か
な
山
歩
き
が
出
来
た
の
だ
が
、近

年
、
旅
行
社
が
日
本
百
名
山
に
目
を
つ

け
、
大
勢
の
ツ
ア
ー
客
を
集
め
、
団
体
で

何
組
も
入
山
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、登
山

道
の
荒
廃
や
山
の
環
境
汚
染
を
引
起
す

事
態
が
報
告
さ
れ
、俗
化
に
拍
車
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

　

山
岳
界
で
は
日
本
百
名
山
へ
の
ト
ラ
イ

は
、
軽
蔑
の
白
い
目
で
見
ら
れ
る
昨
今
、

百
名
山
の
話
し
は
タ
ブ
ー
化
し
つ
つ
あ
る
。

淋
し
い
話
だ
。

高
齢
の
故
な
る
や
母
校
立
命
館
の
入
学

式
に
招
か
る
る
光
栄
に
浴
し
ぬ

さ
く
ら
咲
く
四
月
五
日
に
華
や
か
に
大
阪

ド
ー
ム
に
て
七
千
人
集
ふ

思
ほ
へ
ば
今
は
思
ひ
出
の
戦
時
中
に
入
学

式
な
く
て
校
門
を
仰
ぎ
し
が

空
襲
の
警
報
午
前
中
に
発
令
あ
ら
ば
残

念
な
が
ら
も
休
講
と
な
り
し

空
襲
の
な
き
日
は
楽
し
く
寸
暇
を
惜
し

み
教
授
と
共
に
勉
強
に
励
み
た
り

大
学
生
は
兵
役
の
猶
予
と
ふ
特
典
も
非

常
時
廃
止
の
学
徒
動
員
令
よ

入
学
後
一
年
足
ら
ず
に
徴
用
令
つ
い
で
召

集
令
状
の
輸
送
隊
長
出
征
す

良
き
時
代
の
佳
き
春
の
さ
く
ら
咲
く
聴

講
生
と
し
て
出
席
の
感
激
は

最
高
齢
の
卒
業
生
と
告
知
さ
れ
よ
く
ぞ

人
生
の
春
に
会
ひ
に
け
る
か
も
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日
本
百
名
山
そ
の
後鈴木

勝
彦（
'58
文
）

立
命
館
大
学
入
学
式

平
松
俊
男（
旧
姓
・
坪
井
）（
'45
専
文
）

自
由
席
原
稿
募
集

校
友
会
編
集
係
ま
で
原
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
送
り
先
ア

ド
レ
ス
等
は
裏
表
紙
を
ご
覧
下
さ
い
。

八ヶ岳残照（写真：鈴木勝彦）



I
M
O
は「R

its M
aster's O

rganization

」の
略
称
で
、

二
〇
〇
四
年
に
誕
生
し
た
、立
命
館
大
学
専
門
職
大
学
院
Ｍ
Ｂ

Ａ
の
校
友
会
で
す
。

　

校
友
会
R
I

M
O
は
も
と
も
と
、
経
営
学
研
究
科
ア
カ
デ
メ
イ
ア

＠
大
阪
の
社
会
人
M
B
A
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。従
来
か
ら
大
阪

校
の
学
生
ど
う
し
の
親
睦
・
交
流
（
勉
強
会
・
他
大
学
院
交
流
会
・
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
等
）
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
在
学
生
も
含
め
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
を
、
朱
雀
校
・
大
阪
校
の
経
営
管
理
研
究
科
校
友
会
へ
と

発
展
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
、専
任
教
授
や
大
学
関
係
の
方
々
の
要
請
も
得

て
、今
で
は
正
式
な
校
友
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
再
び
学
ぶ
社
会
人
た
ち
と
、
高
い
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
目
指
す
若
い
学
生
た
ち
の
、
R
i
t
s
始
ま
っ
て
以
来

の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。す
で
に
一
部
の
授
業
で
は

交
流
が
始
ま
っ
て
お
り
、こ
の
つ
な
が
り
を
ま
す
ま
す
強
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

M
B
A
は
修
了
し
て
か
ら
が
活
躍
の
始
ま
り
。し
た
が
っ
て
R
I

M
O
は
単
な
る

同
窓
会
で
は
な
く
、
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
知
識
・
情
報
の
拠
点
と
し
て

長
く
未
来
に
活
用
し
て
ゆ
く
も
の
で
す
。

　

お
陰
様
で
、
三
年
の
間
に
多
様
な
活
動
が
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。総
会
・
研
究

会
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
社
会
人
大
学
院
と
の
交
流
会
を
主
催
し
、
経
営
管
理
研
究
科

の
広
報
活
動
や
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
企
画
へ
の
協
力
、ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
経
営
管

理
研
究
科
の
公
式
ペ
ー
ジ
に
組
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。今
後
R
I

M
O
な
ら
で
は
の
活

動
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来
る
の
か
、

た
だ
今
会
員
や
役
員
が
協
力
し
て
企
画
し
て

い
ま
す
。朱
雀
校・大
阪
校
を
拠
点
に
、教
授
陣・

経
済
団
体
な
ど
と
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
元
気
な
R
I

M
O
に
成
長
で
き
ま
す
よ
う
、

広
く
皆
様
の
ご
理
解
と
応
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

R
I
M
O
会
長 

中
田
真
理
子
（
'05
院
経
営
）
記

 

る
八
月
六
日（
日
）、立
命
館
Ｏ
Ｂ
の

古
田
敦
也
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
選
手
兼
任
監
督
の
応
援
を
す
べ
く
、神
宮

球
場
内
野
席
の
一
角
を
百
人
以
上
の
立
命
館

校
友
で
占
拠
し
、ヤ
ク
ル
ト
‐
中
日
戦
の
応
援

観
戦
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、六
月
に
行
わ
れ
た
関
東
近
郊（
埼

玉
・
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
）校
友
会
共
催
の

「
新
校
友
歓
迎
会
」
で
の「
新
校
友
が
古
田

新
監
督
を
激
励
し
よ
う
」と
い
う
企
画
の
一
環

で
あ
り
、
趣
旨
は
、
歓
迎
会
に
出
席
し
た
新

校
友
の
う
ち
抽
選
で
権
利
を
得
た
人
が
、古

田
新
監
督
に
直
接
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡

そ
う
、ま
た
、そ
の
日
の
チ
ケ
ッ
ト
を
校
友
有

志
で
購
入
し
、一
丸
と
な
っ
て
古
田
新
監
督
の

応
援
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

観
戦
当
日
、こ
の
日
は
奇
し
く
も
古
田
監

督
の
誕
生
日
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
お

祝
い
も
兼
ね
て
試
合
前
に
、代
表
者
に
よ
る

激
励
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
方
は
、逆
転
に
つ
ぐ
逆
転
の
手
に
汗
握
る
展
開
で
し
た
が
、終

盤
、四
球
と
エ
ラ
ー
を
機
に
中
日
に
逆
転
さ
れ
、残
念
な
が
ら
一
点
差
で

惜
敗
し
、祝
杯
を
上
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、応
援
の
方
は
、片
手
に
R
i
t
s
の
手
旗
、片
手
に
ス
ワ

ロ
ー
ズ
の
傘
を
振
り
か
ざ
す
多
数
の
校
友（
傍
か
ら
見
た
ら
老
若
男
女

の
怪
し
い
集
団
）の
姿
が
球
場
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に
何
度
も
投
影

さ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

R
i
t
s
と
い
う
共
通
項
だ
け
で
、今
回
、多
数
の
仲
間
が
集
ま
り

ま
し
た
。
今
後
、こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
増
高
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
校
友
会
幹
事　

安
藤
辰
生
（
'88
産
社
）
記

去

ビジネスリーダーの
ネットワークを目指して
校友会RIMO

ヤクルト古田新監督を
激励応援

Ｒ
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東京校友会



19 OCTOBER 2006

校友会ネットワーク

都道府

●6/17 関東新校友歓迎会

 （300名・有明パナソニック

センター）

●6/18 徳島県校友会総会

 （55名・阿波観光ホテル）

●6/23 高知県校友会総会

 （30名・城西館）

●6/24 新潟県校友会40周年総会

 （80名・万代シルバーホテル）

●6/24 熊本県校友会総会

 （66名・鶴屋「カーネーショ

ンサロン」）

●7/1 神奈川県校友会総会

 （75名・崎陽軒本店）

●7/1 群馬県校友会総会

 （26名・高崎ワシントンホテ

ルプラザ）

●7/7 大阪校友会総会

 （780名・ホテル阪急イン

ターナショナル）

●7/8 岩手県校友会総会

 （17名・ホテルルイズ）

●7/8 秋田県校友会総会

 （27名・ホテルメトロポリタ

ン秋田）

●7/15 滋賀県校友会総会

 （60名・ホテルボストンプラ

ザ草津）

●7/15 香川県校友会総会

 （116名・喜代美山荘「花

樹海」）

●7/15 愛媛県校友会総会

 （54名・松山全日空ホテル）

●7/15 富山県校友会総会

 （79名・名鉄トヤマホテル）

●7/15 岡山県校友会総会

 （165名・ピュアリティまきび）

●7/22 岐阜県校友会総会

 （120名・グランヴェール岐山）

●7/22 山形県校友会総会

 （30名・松山温泉「観音湯」）

●7/23 長野県校友会総会（30名・ホテルモンターニュ松本）

●8/5 沖縄県校友会総会（31名・ホテルロイヤルオリオン）

●9/2 広島県校友会総会（180名・広島リーガロイヤルホテル）

地域校友会

●6/16 宮津・与謝地区校友会総会（30名・天橋立ホテル）

●6/17 愛媛県宇和島支部総会（30名・宇和島第一ホテル）

●6/24 広島県東広島地区校友会総会

 （28名・賀茂鶴酒造「仏蘭西屋」）

●6/25 奈良若草会総会

 （71名・ホテル日航奈良）

●7/1 京都校友会八幡支部総会

 （80名・松花堂美術館研

修室）

●7/22 広島県西部地区校友会総会

 （22名・永渡屋）

●7/28 駿府会新人歓迎ビアパー

ティー

 （30名・ブケ東海静岡「フィ

オーレ」）

●8/19 シカゴ会新校友歓迎懇談会

（14名・Woo Lae Oak）

●9/10 立命館湘南クラブ総会

 （35名・ホテル好養）

関東新校友歓迎会

本年６月中旬～９月上旬に行われた各団体の行事です（判明分）

徳島県校友会総会

神奈川県校友会総会

岩手県校友会総会

秋田県校友会総会

愛媛県校友会総会

岡山県校友会総会

長野県校友会総会 沖縄県校友会総会

広島県西部地区校友会総会

奈良若草会総会

広島県東広島地区校友会総会
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職域校友会

●6/28 堺市役所わだつみ会総会（70名・リーガロイヤルホテル堺）

●6/28 京都観光の会総会（50名・ウェスティン都ホテル京都）

●6/29 尼崎市役所比叡会総会（40名・ホテルニューアルカイック）

●7/1 立命館学園会計人会総会

 （50名・京都ホテルオークラ）

●7/3 ダイワハウス東京立命会

 （20名）

●8/19 立命同窓会（大阪市高校の会）

総会（15名・天王殿）

●8/21 RITS不動産ネットワーク設立総会

 （72名・京都ホテルオークラ）

学部・学科校友会

●6/12 関東建設会総会

 （40名・ルビーホール）

●6/17 法学部同窓会総会

 （170名・京都弥生会館）

●6/18 機友会兵庫支部総会（40名・神戸ポートピアホテル）

●6/30 関東立電会総会（22名・日立和彊館）

●9/9 哲学同窓会総会（100名・アークホテル京都）

サークルOB・OG会

●7/1 ソフトテニス部OB会中・四国地区「命友クラブ」

 （60名・福山ニューキャッスルホテル）

●7/2 将棋研究会OB会総会（41名・キャンパスプラザ京都）

その他の会

●6/17 昭和40年卒文学部英米文学同窓会

 （30名・ホテルボストンプラザ草津）

●7/15 清和会総会（370名・ウェスティン都ホテル京都）

●8/19 立命生協OB会総会（16名・ホテルルビノ堀川）

●8/26 文学部史学科日本史学専攻1975年入学者のクラス会

 （14名・「きよみず」）

●8/26 出町北寮「北寮会」総会（50名・石長松菊園）

●9/2 2006 ALL立命館交流パーティー

 （800名・立命館慶祥中・高）

＊詳しくは校友会ホームページをご覧下さい  http://www.ritsumei.ac.jp/mng/al/

立命館学園会計人会総会

関東立電会総会

りつめい読者の会 参加者募集第4回

今年は、株式会社ワコールの坂　里祭さん（225号表紙の人）をお迎えし、
装い新たに、東京にて、そして女性にうれしい情報交換＆交流の会として開催します。
もちろん美味しいランチもお楽しみに！

【日　時】 11月25日（土）  11:30～ 14:00
【会　場】 高輪プリンスホテル　２Ｆ　宴会場
 （品川駅高輪口から徒歩5分）
【会　費】 5,000円
【ゲスト】 坂　里祭さん
 （株式会社ワコール人間科学研究所開発工房主任研究員）
【内　容】 坂さんのお話し
 「インナーウェアでシェイプアップ！
 ――スタイルサイエンス商品群開発の現場から」
 会食・交流会
 会報についての意見交換

【申　込】 定員　女性校友35名（他に広報委員・事務局員が参加）
 氏名・卒年学部・住所・電話番号またはメールアドレス・職

業を記し、「読者の会参加申し込み」と明記して、葉書・ファ
クシミリ・電子メールのいずれかでお申し込みください。

 申し込み多数の場合は抽選といたします。
【締　切】 10月20日（金）事務局着

東京開催 女性の会

申込・
問合先

立命館大学校友会事務局
〒604-8520　京都市中京区西ノ京朱雀町１　
Tel.075-813-8216　Fax.075-813-8217
E-mail:alumni@st.ritsumei.ac.jp



Ritsu meikan Suzaku Campus

◆〒604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町１ 中川会館６F
◆Tel.０７５-８１３-８２１６　◆Fax.０７５-８１３-８２１７
◆URL: http://www.ritsumei.ac.jp/mng/al/ 
◆E-mail: alumni@st.ritsumei.ac.jp

立命館大学校友会本部事務局(校友・父母課)

Tel. 0120 - 252094
Fax.0120 - 252095

住所等変更連絡用フリーダイヤル

News
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【交通のご案内】
●JR嵯峨野線・地下鉄東西線「二条」駅すぐ
●阪急京都線「大宮」駅、
　京福嵐山線「四条大宮」駅より徒歩12分
●市バス：京都駅より206系統にて15分
　「千本三条・朱雀立命館前」下車
●JRバス：京都駅より周山行きまたは高雄・栂ノ尾行きにて15分
　「千本三条・朱雀立命館前」下車

【朱雀キャンパスに移転・新展開する主な機能】
●学校法人立命館本部
●立命館大学校友会本部
●大学院：法務研究科（法科大学院）、
　経営管理研究科（企業経営コース、企業会計コース）、
　公務研究科（公共政策大学院、2007年4月開設予定）
●大学行政研究・研修センター　など

京
阪
本
線

地
下
鉄
東
西
線

地
下
鉄
烏
丸
線

JR奈
良
線

JR嵯峨野線

京福嵐山線

円町
嵐山

四条大宮
山科

出町柳

三条

河原町烏丸

京都

北大路 国際
会館

大宮西院

二条 二条

衣笠
キャンパス

二条

二
条

J
R
嵯
峨
野
線

地下鉄
東西線

御池通

千
本
通

三条通

朱雀キャンパス
竹田

近
鉄
京
都
線

JR京都線

東海道新幹線

阪
急
京
都
線

等持院 白梅町

Ritsu meikan Suzaku Campus

Access Map

Ritsumeikan New Campus



立
命
館
学
園
は
、こ
れ
ま
で
八
年
単
位
の
長
期
計

画
に
よ
り
、様
々
な
教
学
改
革
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
特
に
第
三
次
長
期
計
画（
一
九
八
四
年
〜
一
九
九
一

年
）以
降
は
、大
型
公
私
協
力
に
よ
る
、び
わ
こ
・
く
さ

つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）、立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）の
開
学
を
始
め
と
す
る
多
様
な
教
育
研
究

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。二
〇
〇
六
年
四
月

に
は
立
命
館
小
学
校
を
開
学
し
、小
学
校
か
ら
大
学

院
ま
で
の
総
合
的
な
教
育
・
研
究
機
関
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、二
〇
〇
七
年
四
月

に
は
映
像
学
部
と
大
学
院
公

務
研
究
科（
公
共
政
策
大
学

院
）を
開
設
し
、時
代
と
社

会
の
要
請
に
応
え
る
教
育
研

究
活
動
を
進
め
ま
す
。

二
十
一世
紀
の
教
育
・
研　

究
機
関
を
取
り
巻
く
状

況
は
、先
進
的
な
科
学
技
術
の
開
発
、新
た
な
国
際
社

会
の
秩
序
の
構
築
、持
続
可
能
な
地
球
の
創
造
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、日
本
の
少
子
高
齢
化
等
、急
速
に
変

化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で
立
命
館
学
園
は
、

二
〇
一〇
年
前
半
を
展
望
し
た
戦
略
目
標
と
二
〇
〇
七

年
〜
二
〇
一〇
年
に
達
成
す
べ
き
重
点
課
題
の
方
向
性

を
示
す
も
の
と
し
て
中
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

立
命
館
学
園
は
、「
世
界
に
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
教
育
・
研
究
拠
点
」の
形
成
を
目
指
し
て
、

「
国
際
的
通
用
性
の
あ
る
世
界
水
準
の
教
育
の
推
進

と
特
色
あ
る
研
究
拠
点
大
学
の
地
歩
を
固
め
る
」こ
と

を
基
本
的
な
課
題
と
し
ま
し
た
。ま
た
、立
命
館
大
学

と
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
協
力
を
軸
に
、世
界

の
拠
点
大
学
と
共
同
で
特
色
あ
る
研
究
成
果
を
発
信

し
、附
属
校
を
含
め
た
総
合
学
園
と
し
て
、二
十
一世
紀

の
世
界
を
切
り
拓
く
人
材
を
育
成
す
る
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
教
育
・
研
究
拠
点
と
な

る
こ
と
を
戦
略
目
標
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
の
よ

う
な
目
標
を
校
友
や
父
母
の
方
々
と
と
も
に「A

LL 
Rits

」で
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

世
界
に
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
教
育
・
研
究
拠
点
へ

立
命
館
学
園
は
、一
九
〇
〇
年
の
創
立
か
ら
百
年
あ
ま
り
を
経
て
、

二
大
学
、四
附
属
高
等
学
校
、三
附
属
中
学
校
、一
附
属
小
学
校
を
擁
す
る
日
本
屈
指
の
私
立
総
合
学
園
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
研
究
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、こ
の
た
び
立
命
館
学
園
は「
立
命
館
憲
章
」と

「
二
〇
一
〇
年
の
立
命
館（
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
〇
年
中
期
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

「
立
命
館
憲
章
」は
、こ
れ
ま
で
の
学
園
の
歩
み
を
踏
ま
え
て
、学
園
が
向
か
う
べ
き
方
向
性
と
使
命
お
よ
び
学
園
運
営
の
原
則
を
示
す
も
の
で
、

立
命
館
の
理
念
を
学
園
内
で
共
有
し
、同
時
に
対
外
的
に
表
明
す
る
も
の
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

「
二
〇
一
〇
年
の
立
命
館（
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
〇
年
中
期
計
画
）」は
、二
十
一
世
紀
の
教
育
機
関
を
取
り
巻
く
状
況
が

急
速
に
変
化
す
る
中
で
、二
〇
一
〇
年
前
半
を
展
望
し
た
戦
略
目
標
と

二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
〇
年
に
達
成
す
べ
き
重
点
課
題
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

本
稿
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

立
命
館
憲
章
・
中
期
計
画
を
策
定

二
〇
一
〇
年
の
立
命
館

（
中
期
計
画
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一〇
年
）
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立
命
館
憲
章

立
命
館
は
、西
園
寺
公
望
を
学
祖
と
し
、

一九
〇
〇
年
、中
川
小
十
郎
に
よ
っ
て
京
都

法
政
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。「
立
命
」

の
名
は
、『
孟
子
』の「
尽
心
章
句
」に
由

来
し
、立
命
館
は「
学
問
を
通
じ
て
、自
ら

の
人
生
を
切
り
拓
く
修
養
の
場
」を
意
味

す
る
。

立
命
館
は
、建
学
の
精
神
を「
自
由
と

清
新
」と
し
、第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
争

の
痛
苦
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、教
学
理
念

を「
平
和
と
民
主
主
義
」と
し
た
。

立
命
館
は
、時
代
と
社
会
に
真
摯
に
向

き
合
い
、自
主
性
を
貫
き
、幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、広
く
内
外
の
協
力

と
支
援
を
得
て
私
立
総
合
学
園
へ
の
道
を

歩
ん
で
き
た
。

立
命
館
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
位

置
す
る
日
本
の
学
園
と
し
て
、歴
史
を
誠

実
に
見
つ
め
、国
際
相
互
理
解
を
通
じ
た

多
文
化
共
生
の
学
園
を
確
立
す
る
。

立
命
館
は
、教
育
・
研
究
お
よ
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
信
頼
と
連
帯
を

育
み
、地
域
に
根
ざ
し
、国
際
社
会
に
開

か
れ
た
学
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

立
命
館
は
、学
園
運
営
に
あ
た
っ
て
、

私
立
の
学
園
で
あ
る
こ
と
の
特
性
を
活

か
し
、自
主
、民
主
、公
正
、公
開
、非
暴

力
の
原
則
を
貫
き
、教
職
員
と
学
生
の
参

加
、校
友
と
父
母
の
協
力
の
も
と
に
、社

会
連
携
を
強
め
、学
園
の
発
展
に
努
め
る
。

立
命
館
は
、人
類
の
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
、学
問
研
究
の
自
由
に
基
づ
き

普
遍
的
な
価
値
の
創
造
と
人
類
的
諸
課

題
の
解
明
に
邁
進
す
る
。そ
の
教
育
に
あ

た
っ
て
は
、建
学
の
精
神
と
教
学
理
念
に

基
づ
き
、「
未
来
を
信
じ
、未
来
に
生
き

る
」の
精
神
を
も
っ
て
、確
か
な
学
力
の
上

に
、豊
か
な
個
性
を
花
開
か
せ
、正
義
と

倫
理
を
も
っ
た
地
球
市
民
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
間
の
育
成
に
努
め
る
。

立
命
館
は
、こ
の
憲
章
の
本
旨
を
踏
ま

え
、教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
世
界
と
日

本
の
平
和
的
・
民
主
的
・
持
続
的
発
展
に

貢
献
す
る
。

 

二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
一日

 

学
校
法
人 

立
命
館



23 OCTOBER 2006

二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一〇
年
に
お
け
る
重
点
課
題
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
二
十
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
担
う
人
材
育
成

●
国
際
的
通
用
性
の
あ
る
世
界
水
準
の
教
育
の
推
進

●
学
生
が
希
望
す
る
進
路
・
就
職
の
達
成

●
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
未
来
創
造
の
た
め
の「
新
た
な
知

の
創
造
」と「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
」

を
目
指
す
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
挑
戦

●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
と
立
命
館
大
学
と
の

協
力
に
よ
る
国
際
化
の
推
進

●
世
界
の
モ
デ
ル
と
な
る
一
貫
教
育
の
確
立

●
正
課
と
課
外
活
動
の
統
一
的
支
援

●
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る
教
育
・
研
究
機

能
の
強
化

教
育
で
は
、二
十
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
担
う

人
材
育
成
を
行
な
う
た
め
に
、学
生
一人
ひ
と
り
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
見
据
え
た
正
課
と
課
外
活
動
を
通
し
た

教
育
お
よ
び
支
援
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、附
属
校

と
大
学
が
連
携
し
た
一
貫
教
育
の
充
実
、立
命
館
大
学

と
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
、生
命
科
学
部
・
薬
学
部（
仮
称
）の
設
置
等
を

進
め
ま
す
。ま
た
、大
学
院
で
は
各
研
究
科
の
人
材
育

成
目
標
を
明
確
に
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、ロ
ー

ス
ク
ー
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
お
け
る
高
度
専

門
職
業
人
育
成
も
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

●
世
界
水
準
の
研
究
成
果
の
創
出

●
世
界
水
準
の
特
色
あ
る
研
究
分
野
基
盤
研
究
の
充

実
と
重
点
研
究
拠
点
形
成

●
若
手
研
究
者
育
成
の
た
め
の
大
学
院
後
期
課
程
の

抜
本
的
拡
充

●
多
様
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
で
あ
る「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ア
」の
形
成

研
究
で
は
、世
界
水
準
の
特
色
あ
る
研
究
分
野
の
創

出
と
そ
の
研
究
拠
点
の
形
成
を
行
な
う
た
め
に
、「
国

際
化
の
推
進
」「
博
士
課
程
後
期
課
程
の
大
学
院
生
育

成
」「
若
手
研
究
者
育
成
」等
を
図
り
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性
を
生
か
し
た
産
官
学
地
域
連
携

の
取
り
組
み

●
校
友
・
父
母
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
よ
る

学
園
づ
く
り

教
育
・
研
究
活
動
の
成
果
に
よ
る
社
会
貢
献
で
は
、

各
大
学
、附
属
校
が
立
地
す
る
自
治
体
等
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。京
都
に
お
い
て
は
、今
年
度
か
ら
、指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
委
託
を
受
け
た「
堂
本
印

象
美
術
館
」や
、「
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」な
ど
が
連
携
し
た「
立
命
館
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
」も
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、各
分
野
の
校
友
の
方
々
の
活
躍
や
母
校
・
後

輩
へ
の
支
援
を
顕
彰
し
励
ま
す
仕
組
み
の
構
築
や
、校

友
大
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
等
、校
友
の
方
々
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
学
園
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

立
命
館
学
園
は
、教
職
員
の
努
力
は
も
と
よ
り
、国

内
外
の
政
府
や
機
関
、そ
し
て
約
二
十
八
万
名
の
校
友

の
方
々
を
核
と
し
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、

二
十
一
世
紀
の
学
園
創

造
を
高
い
水
準
で
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
校
友
の
方
々
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
学
園
創
造

に
、よ
り
積
極
的
に
参

画
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立命館憲章・中期計画を策定Special 2  

教

育

研

究

社
会
貢
献

立
命
館
憲
章

立
命
館
は
、西
園
寺
公
望
を
学
祖
と
し
、

一九
〇
〇
年
、中
川
小
十
郎
に
よ
っ
て
京
都

法
政
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。「
立
命
」

の
名
は
、『
孟
子
』の「
尽
心
章
句
」に
由

来
し
、立
命
館
は「
学
問
を
通
じ
て
、自
ら

の
人
生
を
切
り
拓
く
修
養
の
場
」を
意
味

す
る
。

立
命
館
は
、建
学
の
精
神
を「
自
由
と

清
新
」と
し
、第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
争

の
痛
苦
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、教
学
理
念

を「
平
和
と
民
主
主
義
」と
し
た
。

立
命
館
は
、時
代
と
社
会
に
真
摯
に
向

き
合
い
、自
主
性
を
貫
き
、幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、広
く
内
外
の
協
力

と
支
援
を
得
て
私
立
総
合
学
園
へ
の
道
を

歩
ん
で
き
た
。

立
命
館
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
位

置
す
る
日
本
の
学
園
と
し
て
、歴
史
を
誠

実
に
見
つ
め
、国
際
相
互
理
解
を
通
じ
た

多
文
化
共
生
の
学
園
を
確
立
す
る
。

立
命
館
は
、教
育
・
研
究
お
よ
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
信
頼
と
連
帯
を

育
み
、地
域
に
根
ざ
し
、国
際
社
会
に
開

か
れ
た
学
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

立
命
館
は
、学
園
運
営
に
あ
た
っ
て
、

私
立
の
学
園
で
あ
る
こ
と
の
特
性
を
活

か
し
、自
主
、民
主
、公
正
、公
開
、非
暴

力
の
原
則
を
貫
き
、教
職
員
と
学
生
の
参

加
、校
友
と
父
母
の
協
力
の
も
と
に
、社

会
連
携
を
強
め
、学
園
の
発
展
に
努
め
る
。

立
命
館
は
、人
類
の
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
、学
問
研
究
の
自
由
に
基
づ
き

普
遍
的
な
価
値
の
創
造
と
人
類
的
諸
課

題
の
解
明
に
邁
進
す
る
。そ
の
教
育
に
あ

た
っ
て
は
、建
学
の
精
神
と
教
学
理
念
に

基
づ
き
、「
未
来
を
信
じ
、未
来
に
生
き

る
」の
精
神
を
も
っ
て
、確
か
な
学
力
の
上

に
、豊
か
な
個
性
を
花
開
か
せ
、正
義
と

倫
理
を
も
っ
た
地
球
市
民
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
間
の
育
成
に
努
め
る
。

立
命
館
は
、こ
の
憲
章
の
本
旨
を
踏
ま

え
、教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
世
界
と
日

本
の
平
和
的
・
民
主
的
・
持
続
的
発
展
に

貢
献
す
る
。

 

二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
一日

 

学
校
法
人 

立
命
館
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立
命
館
守
山
中
学
校
の
学
校
像

　

立
命
館
守
山
中
学
校
が
育
成
す
る
人
材
は
、今
日
の
青
少

年
の
現
状
に
鑑
み
、日
本
と
世
界
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
を
基
本
使
命
と
し
な
が
ら
、基
礎
学
力
と
市
民

道
徳
を
確
実
に
身
に
つ
け
、理
数
教
育
と
国
際
化
教
育
を
重

視
し
、高
い
科
学
的
素
養
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し

て
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
人
材
で
す
。こ
の
よ
う
な
人
材
の
育

成
を
目
指
す
た
め
に
、中
学
校
・
高
等
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

お
け
る
大
学
講
義
や
、び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
B
K
C
）

高
大
連
携
講
座
開
設
な
ど
、立
命
館
学
園
内
の
資
源
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
た
教
育
展
開
を
行
い
ま
す
。
中

学
校
教
育
の
柱
は
、多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、次
に
箇
条
書

き
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　立命館守山高等学校は2006年4月に開校しましたが、すでに
2007年4月の立命館守山中学校開校に向けた取り組みを行っていま
す。立命館守山中学校は現在設置認可申請中で、学校規模は1学年160
名（4クラス）。全員が立命館守山高等学校に進学する中高一貫校で、滋
賀県守山市三宅町に新キャンパスを建設しています。（ＪＲ守山駅からバ
ス8分。京都・大阪からも1時間弱の通学時間となります。）
　生徒募集・入学試験につきましても、すでに2007年度版学校案内と
入試要項が作成され、説明会等が開始されつつあります。入学試験で
は、子どもの総合力に着目した「かがやき入学試験」も実施します。
　このページでは、立命館守山中学校の概要をご紹介します。

立命館守山中学校が開校

教
育
課
程
の
特
徴

　

立
命
館
守
山
中
学
校
の
教
育
課
程
の
特
徴
は
、基
礎
科
学

の
学
習
の
徹
底
と
科
学
的
素
養
を
育
む
全
員
必
修
の
理
数
教

育
で
す
。
自
然
科
学
・
技
術
に
関
す
る
社
会
問
題
の
理
解
に

は
、科
学
技
術
の
理
解
に
加
え
て
人
文
・
社
会
科
学
的
理
解
が

欠
か
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、社
会
の
著
し
い
変
化
と
情
報
化
の

進
展
の
中
で
、科
学
・
技
術
・
社
会
の
相
互
作
用
を
自
覚
的
に

学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。よ
っ
て
、国
語
・
社
会
等
も
軽
視

し
な
い
文
理
総
合
履
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
し
つ
つ
、理
数

科
目
は
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る
共
通
科
目
と
位
置
づ
け
て
、

重
点
的
に
履
修
し
ま
す
。
生
徒
に
は
厳
し
さ
を
求
め
ま
す
が
、

面
白
く
興
味
が
も
て
る
授
業
と
、学
校
に
行
く
の
が
楽
し
み
な

学
校
生
活
の
中
で
こ
れ
を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
隔
週
土
曜

日
午
前
中
の
活
用
を
含
め
て
、教
育
課
程
を
編
成
し
ま
す
。

　

立
命
館
守
山
高
校
は
二
〇
〇
六
年
四
月
開
校
と
同
時
に
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
優
位
性
を
生
か
し
て
、「
サ
イ
エ
ン
ス
工
房
」の

開
設
や「
総
合
学
習
」で
の
観
察
、実
習
、実
験
、発
見
を
通
し

た
も
の
づ
く
り
教
育
の
充
実
、立
命
館
大
学
の
院
生
・
大
学
生

に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
や
教
育
支
援
制

度
の
導
入
、地
域
や
企
業

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
A
D
E
P
T（
達

人
）先
生
の
活
用
な
ど
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、中
学
・
高
校
一
貫

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

に
、高
等
学
校
段
階
か
ら

「
医
歯
薬
」
系
の
学
部
進

学
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

【
立
命
館
守
山
中
学
校
の
教
育
の
柱
】

①
理
数
重
視
の
教
育 

基
礎
科
学
の
学
習
の
徹
底
と
科
学
的
素
養
を
育
む
全
員

必
修
の
理
数
教
育

②
国
際
化
・
情
報
化
の
教
育 

世
界
基
準
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
む
先
進
的
英
語
教
育
と
情
報
教
育

③
中
高
大
一
貫
教
育

基
礎
学
習
三
年
・
展
開
学
習
二
年
・
高
大
連
携1

年
を
通

し
た
先
進
の
中
高
大
連
携
教
育

④
本
物
の
学
力
形
成

基
礎
学
力
の
徹
底
し
た
修
得
、学
ぶ
こ
と
の
魅
力
、考
え

る
力
、希
望
と
楽
天
性
を
基
本
と
し
た
教
育

⑤
社
会
力
を
育
む
教
育

質
の
高
い
教
育
水
準
・
豊
か
な
経
験
・
豊
か
な
出
会
い
を

学
校
が
提
供
し
、生
徒
が
社
会
と
学
校
を
信
頼
し
、社
会

に
向
か
っ
て
積
極
性
を
発
揮
す
る
教
育

⑥
貢
献
の
教
育 

滋
賀
県
・
守
山
市
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
発
展
に
貢
献

す
る
教
育

⑦
課
外
活
動
を
通
し
て
人
間
力
を
育
む
教
育

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、健
康
で
強
靭
な
精
神
と

行
動
力
を
持
つ
逞
し
い
人
間
形
成
の
教
育

2007年4月
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読売新聞大阪本社が主催した、日産
自動車社長カルロス・ゴーン氏の講
演会「カルロス・ゴーンと大学生の対
話」に、立命館大学の土岐吉史さん
が学生代表として参加した。約700
名の聴衆が集まる中、ゴーン氏との
“働くこと”や“リーダーシップ”につ
いての質疑応答に参加した土岐さん
にお話しを伺った。

なぜ講演会に参加しようと思わ
れたのですか？

　現在大学院の博士課程前期
課程１回生で、来年には就職活
動が控えていることから、キャリア
オフィスを訪れました。その際にこ
の講演会のチラシを見つけたこ
とがきっかけです。大学時代に
授業でカルロス・ゴーン氏の経営
について学んだことがあり興味を
持っていたこと、世界的な経営者
である彼が考える、“働くこと”や、
“リーダーシップ”について知りた
いと思ったことが動機で応募しま
した。
　また、私はいま、「東アジア共
同体の中での日本の機能的な役
割」をテーマに修士論文を作成
中です。ＥＵと比べて、通貨や流通などの
統合が難しいと言われる東アジア共同体
において、日本がどのようにリーダーシップを
とっていくことが出来るかを模索していると
ころです。麻薬の取り締まり強化など、草の
根的なところから東アジア地域の協力体制
を作り上げていけるのではないかと考えて
おり、そのヒントを見つけたいと考えました。

質疑応答ではどのようなことを質問され
たのですか？

　私が質問させていただいた点は３点あり
ます。１点目が目標設定について、２点目が
リーダーの持つ資質について、３点目が現
代の日本の若者層についてです。
　目標設定についてゴーン氏は「低い目標

設定が一番危険。身震いするぐらいの目標
を設定し、それを達成する過程でこそ自分
自身を高めることができる」とおっしゃってい
たのが印象的でした。あきらめてしまうほど
の目標では続かないので、段階を踏みなが
ら高い結果に到達できるような目標設定が
重要であると感じています。
　また、リーダーシップについては「生まれ
ついてのリーダーはいない。苦しい経験をし
ながら困難を乗り越えていく中で生まれてく
るのが真のリーダーである」とお答えいただ
きました。私自身も高校までバスケットボール
部でキャプテンを務めるなかで、失敗から学

ぶことも多く、その言葉には大い
に共感することが出来ました。
　３つ目の質問は自分自身、昨
今メディアで言われているほど現
代の若者層は捨てたものではな
いと考えており、世界的な企業の
トップであるゴーン氏はどのように
日本の若者層について感じてお
られるのか知りたいと思って質問
しました。実際、ゴーン氏も、「日
本の若者は進んだ知識や技術を
持っていながらも、日本の中ばか
り見ているわけではなく、オープン
な視点でクールに物事を見ること
が出来ているのではないか」と好
意的に捉えていると感じました。

講演会に参加してゴーン氏から
どのようなことを感じましたか？

　取材やリハーサルの段階から
ゴーン氏とご一緒させていただい
たのですが、学生に対してリラック
スできるように気を遣ってくださっ
たり、学生の質問に熱心にお答
えいただいたりと、誠実で熱い人

柄という印象を受けました。また、相手の立
場を考えて接してくださる様子から、リーダー
として必要とされる資質を垣間見られた気
がします。
　今回、講演会への参加というすばらしい
機会を得ることができたので、この経験を自
分なりにうまく消化して、今後のステップに
つなげていきたいと考えています。手始めと
して、まずは厳しい状況に身をおくことを考
え、国連機関でのインターンシップに応募し
ています。

真のリーダーとは困難を
乗り越えるなかで生まれるもの
「カルロス・ゴーンと大学生の対話」に参加して

土岐吉史 さん
国際関係研究科

博士課程前期課程1回生

Y o s h i f u m i T o k i

ときの人

ホームページもご覧下さい
http://www.ritsumei.ac.jp/infostudents/index.html

とき　よしふみ
立命館大学大学院国際関係研究科
博士課程 前期課程1回生。
日産自動車社長 カルロス・ゴーン氏講演会参加。 講演会壇上での土岐さん
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立命館学園政策ニュース

生
命
学
部
・
薬
学
部
を 

二
〇
〇
八
年
度
に
設
置

立
命
館
大
学
は
、二
〇
〇
八
年
四
月
、び
わ
こ
・
く
さ

つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）に「
生
命
科
学
部
」お
よ
び「
薬

学
部
」を
設
置
す
る
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
以
下
の
学
部
・
学
科
名
称
は
い
ず
れ
も
仮
称
で
す
）。

「
二
十
一
世
紀
は
生
命
科
学
の
世
紀
」と
言
わ
れ
る
中

で
、生
命
科
学
を
基
盤
と
し
た
科
学
技
術
が
社
会
や
生

活
に
深
く
浸
透
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
視
点
か
ら
人

間
の
健
康
や
生
命
に
関
わ
る
未
解
決
の
問
題
を
解
明
す

る
こ
と
が
必
要
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、人

類
は
便
利
で
豊
か
な
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、健

康
・
医
療
問
題
、生
物
資
源
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
、新

し
い
諸
課
題
が
派
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
社
会
的
・
学
問
的
な
動
向
に
積
極
的
に

応
え
る
た
め
、生
命
科
学
部
・
薬
学
部
を
設
置
し
、「
人

間
を
含
む
生
物
が
営
む
生
命
現
象
の
解
明
」や「
ヒ
ト

の
生
命
・
健
康
の
探
求
」を
通
じ
て
、「
人
類
の
幸
福
」や

「
自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能
で
豊
か
な
社
会
」の
実

現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

生
命
科
学
部（
四
年
制
）は
生
命
医
科
学
科（
学
年
定

員
六
十
名
、以
下
同
）、応
用
化
学
科（
八
十
名
）、生
物

工
学
科（
八
十
名
）、生
命
情
報
学
科（
六
十
名
）の
四

学
科
で
構
成
し
、学
年
定
員
二
百
八
十
名
。薬
学
部（
六

年
制
）は
学
年
定
員
百
名
で
構
成
し
ま
す
。
生
命
科
学

部
・
薬
学
部
と
も
に
、既
存
の
理
工
学
部
と
情
報
理
工

学
部
を
再
編
す
る
こ
と
で
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、従
来
理
工
系
学
部
で
展
開
し
て
き
た

化
学
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
領
域
に
加
え
て
、ヒ
ト

に
関
す
る
医
科
学
領
域
や
薬
学
領
域
を
含
ん
だ
、２１
世

紀
に
期
待
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
総
合
的

な
展
開
を
図
り
ま
す
。 

立
命
館
孔
子
学
院  

東
京
学
堂
を
設
置

二
〇
〇
五
年
十
月
、衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
内
初
の

孔
子
学
院「
立
命
館
孔
子
学
院
」を
開
設
し
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び「
立
命
館
孔
子
学
院 

東
京
学
堂
」（
以
下
、東

京
学
堂
）を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

立
命
館
孔
子
学
院
は
、①
日
本
に
お
け
る
中
国
語
教

育
の
先
端
的
地
位
を
築
く
こ
と 

②
日
本
と
中
国
の
交

流
の
中
心
的
な
窓
口
と
な
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。

東
京
学
堂
は
二
〇
〇
六
年
十
月
以
降
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
計
画
で
、 

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
東

京
駅
日
本
橋
口
に
新
設
さ
れ
る
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
八
階
で

授
業
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東
京
学
堂
の
事
業
は
、
①「
最
新
中
国
事
情
セ
ミ

ナ
ー
」の
開
催
、②「
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
講
座
」の
実
施

お
よ
び
③
日
中
文
化
交
流
を
中
心
に
行
い
ま
す
。①「
最

新
中
国
事
情
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、企
業
、官
庁
等
の
方
々

を
対
象
と
し
た
中
国
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
定
例
的
に

開
催
、②「
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
講
座
」は
東
京
駅
構
内
の

教
室
を
拠
点
と
し
て
行
う
ほ
か
、要
望
が
あ
れ
ば
企
業

や
官
庁
に
も
出
向
い
て
実
施
し
ま
す
。
③
日
中
文
化
交

流
は
、日
本
と
中
国
の
学
生
交
流
促
進
事
業
等
の
実
施

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「
中
国
の
環
境
技
術
教
育
特
別
研
修
」 

開
始二

〇
〇
六
年
六
月
三
十
日（
金
）
～
八
月
一
日（
火
）、

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）で「
中
国
の
環

境
技
術
教
育
特
別
研
修
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
国
際
協
力
銀
行

（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）か
ら
委
託
を
受
け
、「
環
境
技
術
を
テ
ー
マ

と
し
た『
中
国
内
陸
部
・
人
材
育
成
事
業
』特
設
コ
ー
ス

開
発
に
係
る
提
案
型
調
査
」で
開
発
し
た
八
週
間
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、中
国
側
と
の
協
議
の
結
果
、三
十
五

日
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。こ
れ
ま

で
十
二
回
開
催
し
て
き
た「
中
国
の
大
学
管
理
運
営
幹

部
特
別
研
修
」に
続
く
二
つ
め
の
中
国
内
陸
部
人
材
育

成
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
す
。

本
研
修
の
目
的
は
、か
つ
て
深
刻
な
公
害
問
題
を
抱

え
て
い
た
日
本
が
、政
府
に
よ
る
規
制
、住
民
運
動
、環

境
技
術
教
育
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
環
境
保
全
を
進
め

て
き
た
経
験
を
中
国
内
陸
部
の
各
大
学
教
員
に
伝
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、中
国
に
お
け
る
環
境
技
術
教
育
の
質
的

向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

研
修
参
加
者
は
、貴
州
省
と
江
西
省
か
ら
の
二
十
八

名
。
日
本
に
お
け
る
環
境
教
育
の
進
め
方
、環
境
技
術

に
係
る
先
端
研
究
、先
端
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、公
害
問
題
の

状
況
・
歴
史
な
ど
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
講
義
と
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
提
供
し
ま
し
た
。「
特
別
研
究
」

と
し
て
は
、①
汚
水
処
理
、②
に
お
い
の
評
価（
脱
臭
技

術
）、③
汚
濁
物
質
の
流
出
、④
Ｌ
Ｃ
Ａ（Life C

ycle 
A

ssessm
ent

）と
地
球
温
暖
化
及
び 

⑤
水
道
計
画

と
湖
沼
管
理
を
テ
ー
マ
と
し
、理
工
系
実
験
室
を
利
用

し
た
実
験
も
行
い
ま
し
た
。 

燃
料
電
池
セ
ン
タ
ー
を
開
設

七
月
二
十
日（
木
）、

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）
に

燃
料
電
池
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。燃

料
電
池
は
、酸
素
と
水

素
を
化
学
反
応
さ
せ

て
電
気
を
つ
く
り
ま

す
。
発
電
効
率
が
よ

く
、二
酸
化
炭
素
な
ど

を
排
出
し
な
い
た
め
、

環
境
に
優
し
い
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
燃
料
電
池
セ
ン
タ
ー
は
関
西
の
大
学
で
は
最
大

規
模
の
施
設
を
持
ち
、自
動
車
用
の
燃
料
電
池
を
対
象

に
、電
池
内
の
電
極
触
媒
が
劣
化
し
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
取
り
組
み
、劣
化
防
止
策
の
実
用
化
に
向
け

た
研
究
を
進
め
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
独
立
行
政
法
人「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
」の
委
託
を
受
け
、企
業
や

三
重
大
な
ど
と
進
め
て
い
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。
平
屋
建
て
四
百
八
十
平
方

メ
ー
ト
ル
で
す
。

文
部
科
学
省
Ｇ
Ｐ（G

ood P
ractice

）
に

３
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
る

文
部
科
学
省「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
以
下
、「
現
代
Ｇ
Ｐ
」）に
、立
命
館
大
学
で
は

「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献（
広
域
型
）」お
よ
び「
実
践
的

総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」の
分
野
で
採
択
さ
れ
、立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）で
も「
実
践
的
総
合

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」の
分
野
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
現
代
Ｇ
Ｐ
」は
各
種
審
議
会
か
ら
の
提
言
等
、社
会
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的
要
請
の
強
い
政
策
課
題
に
対
応
し
た
テ
ー
マ
設
定
を

行
い
、各
大
学
等
か
ら
申
請
さ
れ
た
取
組
の
中
か
ら
特

に
優
れ
た
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
取
組
）を
選
定
し
、財

政
支
援
を
行
う
も
の
で
、高
等
教
育
の
更
な
る
活
性
化

の
促
進
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

次
に
立
命
館
大
学
と
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
か

ら
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

■
立
命
館
大
学
「
人
文
学
的
知
の
地
域
還
元
で

　

変
わ
る
歴
史
都
市
京
都
」

歴
史
都
市
京
都
の
中
で
も
、立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ

ン
パ
ス
が
位
置
す
る
京
都
市
北
西
地
域
に
焦
点
を
合
わ

せ
、人
文
学
の
視
点
か
ら
特
色
や
資
源
を
再
発
掘
す
る

と
と
も
に
、そ
の
活
用
の
将
来
展
望
を
地
域
と
と
も
に

描
く
も
の
で
す
。
京
都
市
北
西
地
域
に
花
開
い
た
文
化

的
伝
統
は
、精
神
面
、物
質
面
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
今

日
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、広
く
住
民
が
共
有
す

る
現
有
資
産
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
、文
学
部
が
中
心
と
な
っ
た
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
の
五
学
部
で
、問
題
意
識
を
共
有
す
る
産
官
学
地

域
連
携
組
織「
京
都
歴
史
回
廊
協
議
会
」と
と
も
に
具

体
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

■
立
命
館
大
学
「
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
の
た
め
の

　

実
践
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

情
報
理
工
学
部
は
、情
報
科
学
を
基
礎
と
し
た
多
様

な
分
野
の
教
育
・
研
究
を
通
じ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン

セ
ン
ス
と
独
創
性
を
持
ち
、革
新
的
に
社
会
の
課
題
を

解
決
す
る「
国
際
的
な
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
」を
目

的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
取
組
は
こ
う
し
た
学
部
設

立
の
精
神
に
則
り
、学
部
の
教
学
理
念
で
あ
る
実
学
的
・

実
践
的
教
育
を
基
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
理
工
学
部
で
は
、日
本
の
大
学
で
は
数
少
な
い

進
級
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、専
門
科
目
の

系
統
的
履
修
を
支
え
、Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
修
得
さ
せ
る
と

と
も
に
、キ
ャ
リ
ア
養
成
科
目
群
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
の
産
学
連
携
型
教
育
を
一
体
化
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、モ
ノ
づ
く
り
教
育
を
通
じ
て
、モ
ノ
づ
く
り
の
プ
ロ

セ
ス
と
マ
イ
ン
ド
を
体
験
的
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、

技
術
者
と
し
て
必
要
な
Ｉ
Ｔ
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
組
を
実
践

的
な
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
位
置
付
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
を

育
成
し
ま
す
。

■
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
「
グ
ロ
ー
バ
ル 

　

人
材
養
成
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、言
語
能
力
や
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、専
門
能
力
を
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
結
実
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
、約
半
数

が
外
国
人
と
い
う
国
際
学
生
・
教
員
構
成
と
、日
本
語

と
英
語
の
二
言
語
に
よ
る
教
育
と
い
う
国
際
的
環
境
を

活
用
す
る
も
の
で
す
。本
取
組
の
最
大
の
特
徴
は
、協
力

講
座
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
企
業
等
、外
部
の
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、専
門
教
育
の
内
容
が
実
社
会
で
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
さ
せ
る
工
夫

を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
れ
を
通
じ
て
、専
門
教
育

と
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
結
合
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
指

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、学
生
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、学
習
・
学
生
活
動
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
体
的
指
導

と
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
指
導
を
重
視
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｕ
大
学
院
と
ド
イ
ツ
の

マ
テ
リ
ア
ル
・
フ
ロ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
と
が

合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

■
Ａ
Ｐ
Ｕ
大
学
院
に
お
け
る
人
材
育
成

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
A
P
U
）の
大
学
院

は
、米
国
Ｍ
Ｂ
Ａ
メ
ソ
ッ
ド
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
型
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
融
合
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｍ
Ｂ
Ａ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
講
義
を

通
じ
て
、課
題
解
決
能

力
、
実
践
的
セ
ン
ス
、

構
想
力
と
い
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
両
能

力
を
養
い
、海
外
で
の

事
業
展
開
に
不
可
欠

な「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通

用
す
る
経
営
知
識
と
発
想
法
を
備
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー

ダ
ー
」を
最
短
一
･
五
年
で
養
成
し
て
い
ま
す
。

半
数
近
く
が
外
国
籍
で
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
大
学
院
の
教
員

は
、多
く
が
国
際
分
野
で
の
実
務
経
験
者
か
ら
な
り
、

院
生
は
そ
の
九
十
％
以
上
を
政
府
関
係
者
や
大
手
企
業

社
員
な
ど
海
外
か
ら
の
留
学
生
が
占
め
て
い
ま
す
。
大

学
院
修
了
後
は
、こ
の
環
境
で
形
成
し
た
国
際
人
脈
を

活
か
し
、ア
ジ
ア
進
出
を
重
要
戦
略
と
す
る
企
業
に
お

い
て
、現
地
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
大
学
院
で
は
、
四
月
入
学
後
六
ヶ
月
間

Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
得
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
ビ
ジ

ネ
ス
英
語
を
徹
底
的
に
学
べ
る「
春
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、語
学
力
と
ビ
ジ
ネ
ス

の
基
礎
知
識
を
深
め
た
う
え
で
、専
門
科
目
受
講
へ
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〔http://w
w

w
.apu.ac.jp/graduate

〕

■
日
独
・
文
理
双
方
の
学
位
を
取
得
で
き
る

　

新
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
〇
〇
六
年
秋
か
ら
は
、ド
イ
ツ
政
府
、ド
イ
ツ
学

術
交
流
会
の
全
面
支
援
の
も
と
、Ａ
Ｐ
Ｕ
大
学
院
と

ド
イ
ツ
の
ト
リ
ア
単
科
大
学
に
属
す
る
マ
テ
リ
ア
ル
・

フ
ロ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
と
の「
日
独
環
境
管

理
共
同
修
士
号
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
始
し
ま
す
。こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
プ

ロ
セ
ス
を
理
解
し
、こ
れ
に
取
り
組
む
力
を
持
つ
優

れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
工
学
、

経
済
学
及
び
環
境
科
学
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
経
営
管
理
・
技
術
経
営
戦
略
を
考
え
る
複
合
的

な
学
習
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
大
学
院
と
マ

テ
リ
ア
ル
・
フ
ロ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
で
一
年
ず

つ
学
び
、Ａ
Ｐ
Ｕ
か
ら
は「M

aster of S
cience

（International C
ooperation P

olicy

）」、ト

リ
ア
単
科
大
学
か
ら
は
Ｅ
Ｕ
公
認
の「M

aster of 
E

ng
ineering

（
※
申
請
中
）」の
学
位
を
授
与
す
る

も
の
で
す
。
学
位
は
Ｅ
Ｕ
公
認
の
た
め
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

は
じ
め
世
界
中
で
認
め
ら
れ
ま
す
。
二
年
間
で
日
独
・

文
理
双
方
の
修
士
号
を
取
得
で
き
る
、前
例
の
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〔http://w
w

w
.im

at-m
aster.jp

〕
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六
月
三
日（
土
）か
ら
七
月
三
日（
日
）ま

で
、京
都
市
左
京
区
の
細
見
美
術
館
に
お
い

て「
藤
井
永
観
文
庫
の
優
品
展―

生
涯
を

古
美
術
蒐
集
に
捧
げ
た
精
華
」展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
藤
井
永

観
文
庫
は
、
本
学
校

友
の
故
藤
井
孝
昭
氏

が
収
集
し
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
約
四
百
二
十

点
か
ら
な
り
ま
す
。

藤
井
氏
の
没
後
、
遺

族
が（
財
）藤
井
永
観
文
庫
を
設
立
し
て
美

術
品
を
所
蔵
し
て
き
ま
し
た
が
、財
団
解
散

に
伴
い
、所
蔵
品
が
立
命
館
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、宸し
ん
か
ん翰
、墨
跡
・

古
筆
・
古
文
書
、経
巻
な
ど
多
方
面
に
及
び
、

時
代
も
平
安
時
代
末
か
ら
明
治
初
頭
ま
で
と

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
重
要
文
化
財

五
点
、重
要
美
術
品
二
点
も
含
ま
れ
、美
術
・

工
芸
品
と
し
て
も
、そ
し
て
研
究
対
象
と
し

て
も
非
常
に
価
値
に
富
ん
だ
も
の
で
す
。

キ ャ ン パ ス ト ピ ッ ク ス

「
藤
井
永
観
文
庫
の
優
品
展―

生
涯
を
古
美
術
蒐
集
に
捧
げ
た
精
華
」展 

開
催

　

六
月
二
十
七
日（
火
）、立
命
館
大
学
国

際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
九
九
二
年
五
月

開
館
以
来
の
来
館
者
が
五
十
万
人
に
達
し
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

節
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
の
は
、宮
崎
市

立
久
峰
中
の
二
年
生
百
三
十
六
人
。
安
斎

育
郎
館
長
は
挨
拶
の
中
で「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
見
学
す
る
こ
と
で
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
平

和
と
は
何
か
、自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
、生
徒
を
代
表

し
て
挨
拶
を
行
っ
た
川
原
未
沙
さ
ん
は「
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
人
の
分
も
一
生
懸
命
生
き
、

本
当
の
平
和
と
は
何
か
を
考
え
た
い
」と
真

剣
な
表
情
で
語
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
祝
来
館
五
十
万
人
目
お

め
で
と
う
」
と
書
か

れ
た
く
す
玉
を
割
っ

て
祝
い
、
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら

贈
ら
れ
た
記
念
品
を

手
に
と
っ
て
、笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

通
算
来
館
者
五
十
万
人
達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

　

立
命
館
学
園
が
行
っ
て
い
る
イ
ン
ド
洋
大

津
波
災
害
復
興
支
援「
学
校
再
建
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
対
し
、B
K
C
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織「
リ
サ
イ
ク
ル
商
店
街
」か
ら
十
万
円

の
募
金
が
あ
り
、六
月
五
日（
月
）、感
謝
状

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る「
リ
サ
イ

ク
ル
商
店
街
」は
、二
〇
〇
五
年
度
か
ら
立

命
館
生
活
協
同
組
合
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、卒

業
見
込
み
の
学
生
か
ら
不
用
と
な
る
生
活

器
具
な
ど
の
提
供
を
受
け
、新
入
生
向
け
に

リ
サ
イ
ク
ル
品
販
売

市
を
開
い
て
き
ま
し

た
。
二
〇
〇
六
年
度

の
売
り
上
げ
の
使
途

に
つ
い
て
立
命
館
生

協
と
相
談
し
た
結

果
、今
回
の
募
金
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、立
命
館
生
協
が
窓
口
等
で
集
め
た

募
金
も
学
園
に
手
渡
さ
れ
、併
せ
て
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

B
K
C
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織「
リ
サ
イ
ク
ル
商
店
街
」が

イ
ン
ド
洋
大
津
波
災
害
支
援
活
動
に
十
万
円
の
募
金

出
口
雅
久
法
学
部
教
授
が

ド
イ
ツ
政
府
よ
り
勲
章
を
受
章

　

七
月
十
五
日（
土
）、衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
以

学
館
に
て
、筑
紫
哲
也
客
員
教
授
の
就
任
を

記
念
し
、筑
紫
哲
也
・
岡
本
行
夫
両
客
員
教

授
に
よ
る
講
演
会「
こ
の
国
の
行
方
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
紫
氏

は
、こ
れ
か
ら

の
日
本
を
背

負
っ
て
立
つ
若

者
の
重
要
性
、

そ
し
て
教
育

の
重
要
性
に

つ
い
て
ふ
れ
、

立
命
館
大
学

で
教
え
る
こ

と
に
つ
い
て

の
意
気
込
み
を「
大
き
な
期
待
を
抱
く
と
共

に
、自
身
も
色
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
つ

も
り
で
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、女
性

の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
、「
残
さ
れ
た
潜

在
的
な
力
」と
し
、女
性
の
能
力
の
高
さ
に

つ
い
て
も
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
岡
本
氏
は
、今
、日
本
が
ア
ジ
ア

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
を

経
験
を
も
と
に
語
り
、そ
の
上
で「
い
ろ
い

ろ
な
国
を
訪
れ
、異
な
っ
た
環
境
を
肌
で
感

じ
つ
つ
、教
養
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
」と
の

言
葉
を
学
生
に
贈
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
、両
氏
の
ゼ
ミ
の
学
生
が
講
演

に
対
す
る
感
想
を
述
べ
た
上
で
鋭
い
質
問

を
投
げ
か
け
る
と
、両
氏
は
熱
心
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

筑
紫
哲
也
氏
・
岡
本
行
夫
氏
講
演
会

「
こ
の
国
の
行
方
」を
開
催

　

六
月
二
十
六
日（
月
）、法
学
部
の
出
口
雅

久
教
授
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
勲
章

功
労
十
字
小
緩
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

出
口
教
授
は
一
九
八
三
年
の
ド
イ
ツ
留
学

以
降
、数
多
く
の
論
文
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
ド
イ
ツ
法
学

者
の
論
文
の
邦
訳
に

よ
っ
て
ド
イ
ツ
法
を

日
本
に
広
く
知
ら
し

め
ま
し
た
。ま
た
、研
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七
月
二
十
九
日（
土
）、国
際
平
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
中
野
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、映
像

学
部
新
設
・
堂
本
印
象
美
術
館
新
展
開
記

念
事
業
、「
衣
笠
に
咲
い
た
映
画
文
化―

マ

キ
ノ
映
画
と
そ
の
系
譜
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。五
百
五
十
名
の
参
加
を
得
て
会
場
は
大

い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
長

田
豊
臣
総

長
と
木
村

一
信
文
学

部
長
・
堂

本
印
象
美

術
館
長
が
、

新
た
な
教

学
展
開
と

教
育
文
化
事
業
を
通
じ
た
地
域
連
携
強
化

の
決
意
を
挨
拶
。
映
画「
寝
ず
の
番
」
予
告

編
の
上
映
後
、い
よ
い
よ
両
氏
が
登
壇
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
映
画
の
父
、
牧
野
省
三
の
孫
と
し

て
京
都
・
衣
笠
に
育
ち
、子
役
時
代
か
ら
日

本
映
画
界
の
第
一
線
で
活
躍
を
続
け
て
い
る

校
友
長
門
裕
之
氏
と
、そ
の
弟
で
マ
キ
ノ
の

名
跡
を
継
承
し
、マ
キ
ノ
雅
彦
監
督
と
し
て

映
画「
寝
ず
の
番
」を
完
成
さ
れ
た
津
川
雅

彦
氏
。
両
氏
は
、
冨
田
美
香
文
学
部
助
教

授（
映
像
学
部
へ
移
籍
予
定
）の
進
行
に
よ

り
、牧
野
省
三
氏
の
撮
影
風
景
や
ご
一
族
の

懐
か
し
い
写
真
を
前
に
映
画
人
と
し
て
の

歩
み
を
振
り
返
り
、 

日
本
映
画
界
の
課
題

や
本
学
映
像
学
部
へ
の
期
待
に
つ
い
て
も
熱

く
語
り
ま
し
た
。

長
門
裕
之
氏
&
津
川
雅
彦
氏
対
談
形
式
講
演
会「
衣
笠
に

咲
い
た
映
画
文
化
―
マ
キ
ノ
映
画
と
そ
の
系
譜
」を
開
催

　

七
月
二
十
一
日（
金
）・
二
十
二
日（
土
）、

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、立
命
館

中
学
校
・
高
等
学
校
と
立
命
館
大
学
S
R

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
企
画
と
し
て
、高
校
生

体
験
学
習
S
R
セ
ン
タ
ー
実
習
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
企
画
は
立
命
館
大
学
と
立
命

館
中
学
校
・
高
等
学
校
と
の
接
続
教
育
を

重
視
し
た
取
り
組
み
で
、高
等
学
校
の
生
徒

二
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

二
十
一
日
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、本
学
総
合
理
工
学
研
究
機
構
S
R
セ
ン

タ
ー
長
の
太
田
俊
明
教
授
が
、原
子
の
構
造

や
放
射
光
、シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
に
つ
い
て
の

講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

　

午
後
は
三
名
ず
つ
に
分
か
れ
、班
ご
と
に

研
究
者
ら
の
指
導
の
も
と
、実
習
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
後
は
実
習
中
に
感
じ
た
疑
問
な

ど
を
解
決
し
な
が
ら
翌
日
の
発
表
の
準
備

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

二
十
二
日
は
、各
班
の
発
表
、質
疑
応
答

の
後
、太
田
教
授
が
講
評
を
行
い
、「
こ
れ

を
き
っ
か
け
に

高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
ち
、

基
礎
学
力
を

し
っ
か
り
と
固

め
、大
学
へ
進
ん

で
ほ
し
い
」
と

生
徒
た
ち
を
激

励
し
ま
し
た
。

立
命
館
高
校
生
徒
が
S
R
セ
ン
タ
ー
を
見
学 

―

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み―

　

六
月
九
日（
金
）、

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

彦
根
に
て
、
立
命
館

守
山
高
等
学
校
主
催

の「
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

地
元
小
、中
、高
校
の

教
員
や
保
護
者
な
ど
約
百
二
十
名
を
前
に
、

山
英
男
立
命
館
大
学
教
授
・
立
命
館
小

学
校
副
校
長
が「
本
当
の
学
力
の
基
盤
を
は

ぐ
く
む
教
育
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

山
教
授
は
、国
際
比
較
デ
ー
タ
を
取
り

上
げ
な
が
ら
日
本
の
子
ど
も
が
置
か
れ
て

い
る
現
状
に
ふ
れ
た
上
で
、前
任
校
の
尾
道

市
立
土
堂
小
学
校
で
の
実
践
を
紹
介
し
、生

活
習
慣
の
改
善
や「
読
み
書
き
計
算
」の
反

復
練
習
で
子
ど
も
た
ち
の
学
力
が
大
幅
に

伸
び
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
し

た
。
加
え
て
、日
本
の
学
校
教
育
の
変
遷
を

踏
ま
え
、学
校
を
公
立
・
私
立
と
区
別
し
て

考
え
る
よ
り
も
、教
育
の
本
質
を
大
人
が
考

え
、実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
育
児
で
悩
み
が
多

い
中
、非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」（
保
護
者
）

「
自
ら
行
動
を
起
こ
す
大
切
さ
を
感
じ
た
」

「
自
校
で
も
実
践
し
た
い
」（
教
育
関
係

者
）な
ど
の
前
向
き
な
感
想
が
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
六
月
中
に
、近
江
八
幡
、大
津
の
両

市
に
お
い
て
も
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、ま
た

七
月
二
十
二
日
に
は
守
山
市
・
同
教
育
委
員

会
と
共
催
で「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
in 

守
山
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
命
館
守
山
高
等
学
校

「
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　

七
月
一
日（
土
）、衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
・
創
思

館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
て
、立
命
館

孔
子
学
院
主
催
、第
一
回
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
高
校
生
の
部
」に
二
十
一
名
、「
大
学
生
を

含
む
一
般
の
部
」に
は
四
十
九
名
が
応
募
し
、

第
一
次
選
考
を
通
過
し
た
高
校
生
七
名
、大

学
生
・一
般
二
十
三
名
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
臨

み
ま
し
た
。 

　

当
日
、会
場
に
は
聴
衆
を
含
め
百
二
十
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。各
人
が
自
由
な
テ
ー
マ

で
三
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、そ
の
後
に

二
分
間
程
度
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
各
部

門
の
最
優

秀
賞
受
賞

者
に
は
、北

京
大
学
へ

の
一
年
間
の

奨
学
金
付

留
学
の
資

格
が
与
え

ら
れ
ま
し

た
。

立
命
館
孔
子
学
院 

第
一
回
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

究
活
動
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
各
方
面
と
の
緊

密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、著
名
な
ド

イ
ツ
法
学
者
の
日
本
で
の
講
演
会
な
ど
を

定
期
的
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
は
以
上
の
よ
う
な
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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弓道部

第１８回全国大学弓道選抜大会
（６月２５日　東京明治神宮至誠館）

▼女子団体競技　優勝

▼射道優秀賞　受賞
　第１８回全国大学弓道選抜大会において、
立命館大学弓道部が女子団体競技で悲願の
初優勝を飾るとともに、試合と並行して行われ
た伝統武道としての弓道技術を審査する「射
道評価点」でも全大学中１位を記録し射道優
秀賞を受賞、日本学生界における最高位の賞
を同時受賞し完全試合を達成しました。
　全国大学弓道選抜大会は、全国各地区で前
年度の戦績から選抜された男子５１大学、女子
４５大学で覇を争う大会です。
　２年 連 続
で 臨 む こと
と なった 決
勝 戦 の 相 手
は、東京地区
最 高 位 の日
本 大 学。互
いの誇りをかけて負けられない一戦は、６対６

（全員全数的中）で、３試合連続での再試合に
突入。会場の観衆が選手の一挙手一投足を固
唾をのんで見守る中、２対１で最後まで動じな
かった立命館大学に軍配が挙がりました。

第54回全日本学生弓道選手権大会
（８月１８日～２０日　愛知県体育館）

▼女子団体競技　準優勝

サッカー部

第３０回総理大臣杯
全日本大学サッカートーナメント
決勝戦（７月８日　長居スタジアム）

▼○３－１　ｖｓ福岡大学　優勝
＊天皇杯・全日本大学サッカー選手権の出場    
権を獲得

　総理大臣杯全日本大学サッカートーナメン
ト決勝戦において、立命館大学は九州の強豪
校・福岡大を３－１で破り、１９５０年の創部以
来初の大学サッカー日本一を達成しました。
　米田隆監督（’92経営）は「創部以来初の全
国優勝を達成することができた。まず選手た
ちに『ありがとう』と言ってやりたい。選手、マ
ネージャー、永らくご指導頂いた衣川和宏総
監督（’50法）をはじめとしたスタッフ、応援し
て頂いている方々など、全員でつかんだ優勝
です」と選手たちや周囲の支援に感謝を述べ
ました。チームを引っ張ってきた湯浅隆二主将

（法４）も「自分たちのパスサッカーを追求し
てきた結果が総理大臣杯で出ました」と話し、
喜びをかみしめました。

射撃部

第２回日本学生選抜ライフル射撃
選手権大会

（７月１日、２日　愛知県総合射撃場）

▼女子総合団体　優勝

▼エアーライフル  
　個人部門　優勝
　松岡江里奈（産社１）

水泳部
（シンクロナイズドスイミング）

スイスオープン大会
（７月１０日～　スイス　アーボン）

▼コンビネーション　優勝

▼チーム　２位

＊小林左季（経営４）、飯塚智子（経営４）、市川
智紗（経営２）、小林千紗（経済１）の各選手が
出場

▼ソロ　３位　市川智紗（経営２）

▼デュエット　３位　
　小林左季（経営４）・小林千紗（経済１）

相撲部

第３１回西日本学
生相撲個人体重
別選手権大会

（８月６日　堺・大浜
相撲場）

▼７５kg級　優勝　多母髪泰行（産社２）

▼１１５kg級　優勝　福田嵩拡（法３）　

▼無差別級　３位　隅田貴志（産社３）　

バドミントン部

第５６回関西学生バドミントン選手権
（６月４日～２６日　大阪中央体育館・臨海スポーツ
センターなど）

▼女子ペア　優勝
　通次尚美（政策４）・今井杏莉（国際３）

▼女子シングルス　準優勝　後藤舞（産社４）

▼女子ダブルス　３位
　後藤舞（産社４）・小川静香（産社１）

▼男子シングルス　３位　立藤正晃（文３）

ボート部

第３３回全日本大学選手権
（８月２７日　戸田漕艇場）

▼ダブルスカル　優勝
　濱木一也（産社３）・米澤豪範（経営１）

▼かじ付きペア　優勝
　中西齊（文４）・山本勝巳（経済４）・
　立花悠（経済１）　　

▼総合得点　２位

ヨット部

国際ＦＪ級ヨット
ヨーロッパ選手権
大会

●学生のスポーツ＆イベント

フレー !
　フレー !

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/st/student/info/

問い合わせ先：スポーツ強化センター

スポーツ
問い合わせ先：学生センター

文化・芸術
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（７月２３日　イタリア　ポルト・サンジョルジョ）

▼女子部門　優勝　永井有沙（経営１）

レスリング部

全日本学生選手権
（８月２７日　大阪金岡公園体育館）

▼男子フリースタイル９６kg級　優勝
　東誠次（経済３）

情報理工学部プロジェクト団体

ロボカップ・シミュレーション部門（Ｒｉ-ｏｎｅ）
ロボカップサッカー 2006
ブレーメン世界大会

（６月１４日～２０日　ドイツ　ブレーメン）

▼シミュレーションリーグ　３位
　ドイツのブレーメンで行われた「ロボカップ
2006　ブレーメン世界大会」において、立命
館大学情報理工学部プロジェクト団体ロボカッ
プ・シミュレーション部門（Ｒｉ-ｏｎｅ）が、創部２
年目での世界大会初出場ながら、第３位入賞と
いう快挙を成し遂げました。なお、この結果によ
り、2007年にアメリカ・アトランタ（予定）で
行われる次大会へのシード権を獲得しました。
　Ri-oneは予選を１位で通過。決勝トーナメン
トでは１回戦、準々決勝と順調に勝ち星を重ね
ましたが、前大会２位の中国チーム、前大会優
勝のドイツチームに惜しくも破れ、最終結果は
第３位となりました。

吹奏楽部

第５６回関西吹奏楽コンクール
（８月２０日　京都会館第一ホール）

▼金賞（関西代表に選出）
　「第56回関西吹奏楽コンクール」（関西吹
奏楽連盟、朝日新聞社主催）大学の部におい
て、立命館大学応援団吹奏楽部が見事金賞を
受賞し、３年連続３
回目の全国大会出
場を決めました。
　応援団吹奏楽部
は、８月12日（土）
に行われた「第43回京都府吹奏楽コンクー
ル」で金賞を受賞し、京都府代表として本大会
に臨みました。ステージでは、課題曲「架空の
伝説のための前奏曲」、自由曲「スペイン狂詩
曲より『祭り』」の２曲を演奏し、いずれも好評
を得ての金賞受賞となりました。
　吹奏楽部が関西代表として出場する「第54
回全日本吹奏楽コンクール」は、10月28日

（土）宇都宮市文化会館にて開催されます。

映画部

第９回インディーズムービーフェスティバル

▼田中雅則（文３）
　「あなたの影武者、おつくりします」入選
　第９回イン
ディーズムー
ビ ー フェス
ティバ ル 一
般 部 門にお
いて、応募数
約220作品
の中から、本学学芸公認団体の映画部に所
属する田中雅則（文３）さんの作品が入選しま
した。
　このフェスティバルは、日本最大級の自主制
作映画のコンペティションで、過去のグランプ
リ受賞者や入賞者からは、プロの映画監督も
誕生しています。
　今回入選した作品は、約９ヶ月のテレビ・イ
ンターネット・ＤＶＤレンタルによるメディア公

開が行われ、一般の方々の投票により2007
年８月にグランプリや入賞を決定します。

メディア公開日程（予定）：
●インターネット「しらせ」
　https://www.sirase.net/　　　　　　
　2006年9月1日～ 2007年5月31日
●ＣＳＴＶ放送（スカイパーフェクＴＶ）　　　　
　2006年10月1日～ 2007年5月31日
●日本ＢＳ放送（ＢＳデジタル放送・スカパー
　１１０）
　2006年9月1日～ 2007年5月31日
●全国ビデオレンタル店でのＤＶＤレンタル　
　2006年11月25日～ 2007年5月31日

法友会

第５８回春季関西学生法律討論会
（６月１７日　関西大学）

▼質問の部　第１位

将棋研究会

関西春期一軍戦

▼優勝

平成18年度毎日杯 
争奪全国大学対抗将棋大会

▼準優勝

第６０回全日本アマチュア名人戦全国大会

▼準優勝　古屋皓介（文１）

西日本学生将棋名人戦

▼優勝　稲葉聡(営３) 

▼３位　石本優(文３) 

西日本学生将棋女流名人戦

▼優勝　尾崎さやか(産４)　 

▼２位　石井志奈  (国３)　 

囲碁研究部

春季関西学生囲碁リーグ戦　

▼優勝

GO! GO! Ritsumeikan

問い合わせ先：スポーツ強化センター

スポーツ
問い合わせ先：学生センター
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＊今号の特集は「京都歴史回廊を行く」である。
この“歴史回廊”に関わって常々気にかけている
ことがある。
　それは、シーズンとなると「竜安寺前」バス停
が観光客で長蛇の列になる、ということである。
市バスは59号系統のみの運行であり、しかも、
このバスは三条京阪行きで、銀閣寺や祇園、清
水寺など東山の観光地とは結んでいない。ま
た、西行きは、ほとんどが「山越」が終点で、嵯
峨野、嵐山には別の交通手段となり、京都市民
の足の確保を優先した観光客にとってはまった
く不便な時刻表となっている。1日乗車券もあ
るが、乗り継ぎという不便さを解消出来ない。
マイカーが増える所以でもある。
　一つ考えられるのは、名所旧跡を巡回する周
遊コミュニティバスを運行している金沢市の先
例である。例えば、金閣寺－立命館大学前(堂本
印象美術館)－竜安寺－仁和寺－山越－広沢の
池－嵯峨野－嵐山方面を巡回する京都歴史回
廊を含む周遊コミュニティバスの運行である。
もう少し足を伸ばせば、金閣寺から銀閣寺へと、
京都の西と東を結ぶ周遊バスの運行も考えら
れる。京都歴史回廊の内実化は、点と点ではな
く、それを結び線とする交通手段の充実ではな
かろうか。	 　（Y・T）

＊中国古筝奏者の伍芳さん（96産社）が、９月
24日、母校衣笠キャンパスの以学館1号ホー
ルでデビュー10周年記念コンサートを開催さ
れた。
　読者の皆さんは覚えておられるだろうか。校
友大会でも美しい音色を響かせてくれる伍芳さ
んは、実は97年５月発行「りつめい」No.187
の「輝くひと」として表紙を飾ってくれている。
ますます円熟し、素敵な彼女だが、清楚な姿は
あのころから変わらない。
　０８年４月、我が立命館大学はＢＫＣに生命科
学部と薬学部を新設するとのこと。新たな社会
貢献を目指す母校の活躍に、世界を視野に様々
なジャンルにも挑戦し、聴衆を魅了する伍芳さ
んの姿がだぶった。	 (あ)

＊朱雀キャンパスが、歴史都市・国際都市京都
の中心地、JR二条駅前に誕生しました。
　真夏の暑さも過ぎ去り、風が心地よく感じら
れるこれからの季節。ご家族で立命館の新しい
キャンパス周辺をメインにした京都散策はいか
がでしょう？	静御前ゆかりの神泉苑を参詣、二
条城の「お城まつり」をたのしまれたあとは、朱
雀キャンパス７階の京野菜の店「たわわ」で夕
食を満喫！	１階「メモリアルホール」へのお立ち
寄りもお忘れなく。なつかしの写真に触れなが
ら立命館の「今」を体験してください。
　４月から広報委員として、「りつめい」編集の
熱い議論に参加させていただくこととなりまし
た。11月4日の校友大会でみなさまにお会い
できることを楽しみにしています。	 （ほ）

りつめい  No.226／2006年10月号
発行所／立命館大学校友会／年4回発行
発行人／山中　　諄
編集人／尾﨑　敬則
〒６０４ｰ８５２０　京都市中京区西ノ京朱雀町１
Tel. ０７５（８１３）８２１６
Fax.０７５（８１３）８２１７
URL：http://www.ritsumei.ac.jp/mng/al/
E-mail：alumni@st.ritsumei.ac.jp

●校友消息（判明分）

就　任

井上正嗣氏（'77経済）
宮津市長

岩谷明次氏（'68経営）
㈱栗本鉄工所　常務取締役

野中計彦氏（'70法）
岡三証券㈱　専務取締役

小田　修氏（'71産社）
㈱琵琶湖ホテル　
代表取締役社長

中尾幸蔵氏（'71経済）
㈱荏原製作所　
取締役常務執行役員

松長正三氏（'72法）
マックスバリュ北海道㈱
代表取締役社長

平賀慎二氏（'72産社）
㈱オリエントコーポレーション
常務執行役員

福嶋洋二氏（'78経営）
萩原電気㈱　常務取締役

訃　報

佐伯千仭氏
（本学名誉教授）
9月1日ご逝去。98歳。

山田邦臣氏（'46法文）
（本学名誉教授）
８月１６日ご逝去。８６歳。

鈴木みどり氏
（産業社会学部教授）
７月２３日ご逝去。６５歳。

編 集 室 か ら       

●校友会・グループ  インフォメーション

◆山本善史氏（'60理工）著

『 み ん な の 健 康 － 食
品、化学の基礎知識－』
オ ー ム 社＊１９００円 ＋ 税

◆ 南 家 久 光 氏（'79法 ）著

『 冬 の 声 』
新 風 舎 ＊１２００ 円 ＋ 税

◆ 染 田　 惠 氏（'80法 ）著

『 犯罪者の社会内処
遇の探求－処遇の多
様化と修復的司法－』
成 文 堂 ＊７５００ 円 ＋ 税

◆黒田　学氏（'92院社）著

『 ベトナ ム 障 害 者と
発 達 保 障 － 障 害 者
と 福 祉・ 教 育 の 実
態調査を通じて－』
文 理 閣 ＊２０００ 円 ＋ 税

◆嶋内秀之氏（'96経営）他著

『 ベ ン チ ャ ー キ ャ
ピ タ ル か ら の 資 金
調 達 －MBAキ ャ
ピ タ リ スト と ベ ン
チャー 社 長による 』
中 央 経 済 社＊２２００円＋税

◆ 四 方 利 明 氏（'95法 ）、大
瀧 友 織 氏（'99産 社 ）、吉
田 幸 治 氏（'04院 社 ）他 著

『「 は だ し の ゲ ン 」
が い た 風 景 － マ ン
ガ・ 戦 争・ 記 憶 － 』
梓 出 版 社＊２４００円 ＋ 税

◆鶴田和寿氏（'01院国関）著

『 字 幕 の 現 実　
映 画 の 真 実 』
金 壽 堂 出 版＊１２００円＋税

校友会へご恵贈下さいました本の中から
紹介させていただいております。

BOOKS

あなたの最新の校友情報を
お知らせください
住所や勤務先等に変更が生じましたら、
校友会事務局までご連絡ください。

住所等変更通知専用フリーダイヤル

T E L．0120-252094
FAX．0120-252095

※発送の準備はご送付の1ヵ月前に行っているため、ご連絡いた
だく時期によっては、変更内容が最新号発送に反映されない
場合がございます。ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご了承
ください。

「りつめい読者の会」参加者募集

１１月２５日（土）11：３０
高輪プリンスホテル

▼詳しくは１8ページをご覧ください

会  場 問い合わせ先校友会・グループ 日  時

I N F O R M A T I O N

※（職）は職場電話番号

北摂会総会	 １０/			７（土）１２：３０	 ホテルアイボリー	 湯川正之		 （職）０６（６８４４）２００１

兵庫県淡路支部総会	 １０/			８（日）11：00	 津名ハイツ	 高田貴代志	 （職）０７９９（６２）００７１

栃木県校友会総会	 １０/			９（月）13：００	 宇都宮東武ホテルグランデ	 小林睦男	 ０２６（６６１）６６０６

福島県校友会総会	 １０/１４（土）１５：００	 カヴィパレ一番町	 三村智春	 ０２４６（２４）１３８６

Ritsちば校友のつどい	 １０/１４（土）１５：００	 船橋グランドホテル	 嶌田元泰　	 ０４７（３９５）７６０４

埼玉県校友会総会	 １０/１５（日）１３：００	 川越東武ホテル	 西垣義明	 ０４８（９６３）２１０８

石川県校友会総会	 １０/１５（日）１７：００	 金沢ニューグランドホテル	 木場密雄	 （職）０７６（２３８）４１３１

兵庫県校友会総会	 １０/１５（日）１２：００	 ホテル「ホップイン」アミング	 寺田　豊	 （職）０６（６４２９）９９０６

建設会総会	 １０/２１（土）１３：３０	 京都タワーホテル	 BKC環境都市系事務室	０７７（５６１）２６６６

福井県校友会総会	 １０/２８（土）１６：３０	 福井厚生年金会館	 澤田謙三	 ０７７６（３８）２０００

APU九州校友会懇親会	 １０/２８（土）１８：３０	 別府市内	RESTAURANT	BAR	Bean	 APU校友会事務局	０９７７（７８）１１０３

茨城県校友会総会	 １０/２９（日）１３：００	 水戸三の丸ホテル	 木村幸夫　	 ０２９（２５２)８４０１

All-Rits 立命館校友大会 １１/   ４（土）１７：００ ホテルグランヴィア京都 校友会事務局 ０７５（４６５）８１２０

Ritsアートフォーラム懇談会	 １１/			４（土）１３：００	 ホテルグランヴィア京都	 北奥耕一郎　	 ０７５（７０１）７７１８

宇部小野田校友会総会	 11/	18（土）18：00	 堀辺旅館	 森島正信	 （職）0836（34）8613

鹿児島県校友会総会	 １１/２５（土）１４：００	 ニューカゴシマホテル	 西元泰光	 （職）０９９（２５３）１２１１

東京校友会総会	 １２/			９（土）１５：００	 パレスホテル	 東京オフィス	 ０３（５２０４）８６１１


